
天
台
山
の
詩
歌
（
其
五
）
―
―
盛
唐
（
上
）

薄
井
俊
二

埼
玉
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
講
座

キ
ー
ワ
ー
ド
：
天
台
山
、
天
台
集
、
漢
詩
、
仏
教
文
学
、
道
教
文
学
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は
じ
め
に

本
稿
は
、
天
台
山
に
関
わ
る
詩
歌
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
通

し
て
、
当
時
の
人
々
の
天
台
山
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
遷
を
考
察

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
１
）
。
宋
李
庚
等
の
「
天
台
前
集
」、
明
潘
瑊

の
「
天
台
勝
蹟
録
」（
２
）

と
近
人
の
許
尚
枢
「
天
台
山
詩
聯
選
注
」
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
中
心
に
、「
全
唐
詩
」
の
索
引
な
ど
も
利
用
し
て

選
択
す
る
。
今
回
は
、
盛
唐
期
の
詩
十
七
点
を
取
り
上
げ
る
（
３
）
。

●
凡
例

・
収
録
の
順
番
は
、
基
本
的
に
は
「
全
唐
詩
」
の
巻
数
に
従
う
が
、
生
卒
年

な
ど
が
明
ら
か
な
場
合
は
そ
れ
に
従
っ
て
並
べ
直
す
。

・
本
文
の
底
本
は
「
前
集
」
と
し
、
未
収
の
も
の
は
適
宜
指
定
す
る
。

・【
数
字
】
に
続
け
て
「
天
台
前
集
」
で
の
題
名
を
掲
げ
る
。「
天
台
前
集
」

未
収
録
の
も
の
は
、
底
本
と
し
た
も
の
の
題
名
を
掲
げ
る
。

・
☆
で
「
前
集
」「
勝
蹟
録
」「
許
本
」
で
の
収
録
状
況
を
、
★
で
そ
の
他
の

資
料
に
お
け
る
収
録
状
況
を
述
べ
る
。

・
以
下
、
■
本
文
と
訓
訳
、
■
校
勘
、
■
語
注
、
■
口
語
訳
、
■
解
説
、
の

順
で
記
述
す
る
。

・
校
勘
で
、「
僊
」
と
「
仙
」、「
采
」
と
「
採
」
な
ど
の
、
同
義
の
異
体
字

は
指
摘
を
略
し
た
。

・
原
注
は
〔

〕
で
示
し
、
脱
字
は
□
で
示
し
た
。

・
本
稿
で
参
照
し
た
文
献
の
内
、
総
括
的
な
も
の
と
そ
の
略
称
は
次
の
通
り
。

宋
・
李
墓
等
奉
勅
撰
「
文
苑
英
華
」（
文
苑
）
…
太
平
興
国
七
年
（
九
八
二
）

宋
・
李
庚
等
撰
「
天
台
前
集
」（
前
集
）
…
嘉
定
元
年
（
一
二
○
八
）
、
別
編

：
同
十
六
年
（
一
二
二
三
）

明
・「
正
統
道
蔵
」（
道
蔵
）
…
正
統
十
年
（
一
四
四
五
）

明
・
徐
献
忠
編
「
唐
百
家
詩
」（
唐
百
）
…
嘉
靖
十
九
年
（
一
五
四
○
）
序

明
・
潘
瑊
編
「
天
台
勝
蹟
録
」（
勝
蹟
録
）
…
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
六
）

跋
明
・
釈
伝
灯
撰
「
天
台
山
方
外
志
」（
方
外
志
）
…
万
暦
二
十
九
年
（
一
六

○
一
）
序

清
・
彭
定
求
等
奉
勅
撰
「
全
唐
詩
」
…
康
煕
四
十
二
年
（
一
七
○
三
）

清
・「
古
今
図
書
集
成
」（
古
今
）
…
雍
正
四
年
（
一
七
二
六
）
序

清
・
董
誥
等
奉
勅
撰
「
全
唐
文
」
…
嘉
慶
十
九
年
（
一
八
一
四
）

許
尚
枢
編
著
『
天
台
山
詩
聯
選
注
』（
許
本
）
…
西
安
地
図
出
版
社
、
二
○
○

四
年

七

天
台
山
の
詩
（
其
五
）
―
―
盛
唐
（
上
）

【

】
唐
明
皇
御
批
并
詩

李
隆
基

19
【

】
送
司
馬
錬
師
歸
天
台
山

李
隆
基

20
【

】
石
橋
銘

李
隆
基

21
【

】
送
楊
道
士
往
天
台

張
九
齡

22
﹇
参
考
﹈
登
南
嶽
事
畢
謁
司
馬
道
士

張
九
齢

【

】
送
蘇
倩
遊
天
台

張
子
容

23
【

】
送
楊
法
曹
按
括
州

孫
逖

24
【

】
送
周
判
官
往
台
州

孫
逖

25
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【

】
白
龍
窟
泛
舟
寄
天
台
學
道
者

常
建

26
【

】
將
適
天
台
留
別
臨
安
李
主
簿

孟
浩
然

27
【

】
舟
中
曉
望

孟
浩
然

28
【

】
宿
天
台
桐
柏
觀

孟
浩
然

29
【

】
越
中
逢
天
台
太
一
子

孟
浩
然

30
【

】
寄
天
台
道
士

孟
浩
然

31
【

】
尋
天
台
山

孟
浩
然

32
【

】
桐
柏
観

孟
浩
然

33
【

】
送
邢
濟
牧
台
州

僧
皎
然
（
孟
浩
然
）

34
【

】
唐
明
皇
御
批
并
詩

唐
明
皇
御
批
并
び
に
詩

19

李
隆
基

★
道
蔵
洞
玄
部
霊
図
類
、
全
唐
詩
巻
三
（
詩
の
み
）
、
全
唐
文
巻
三
七
（
御

批
の
み
）

「
御
批
」

勅

得

所

進

明

照

寶

劔
。
等

含

兩

曜

之

暉
、
稟

八

卦

之

象
。
足

使

光

延

仁

壽
、
影

滅

豐

城
、
佩

服

多

情
、
慙

式

四

韻
。

■
訓
読

勅
す
、
進
む
る
所
の
明
照
寶
劔
を
得
た
り
。
等
し
く
兩
曜
の
暉
を
含
み
、

八
卦
の
象
を
稟
け
た
り
。
光
延
仁
壽
た
ら
し
め
、
影
滅
豐
城
た
ら
し
む
る

う

に
足
る
。
佩
服
す
れ
ば
情
多
く
、
慙
ぢ
式
て
四
韻
す
。

も
つ

■
校
勘

＊
道
蔵
を
底
本
と
す
る
。

題
名
を
、
全
唐
文
は
「
答
司
馬
承
禎
進
鑄
含
象
鏡
劔
圖
批
（
司
馬
承
禎
の
「
含

象
鏡
剣
を
鋳
す
る
の
図
」
を
進
む
る
に
答
ふ
る
の
批
）」
と
す
る
。

﹇
勅
﹈
全
唐
文
で
は
省
か
れ
て
い
る
。

■
語
注

○
批
…
臣
下
か
ら
の
文
書
に
対
す
る
天
子
の
回
答
の
文
書
。

○
明
照
…
明

ら
か
に
照
ら
す
。「
礼
記
」
経
解
に
「
明
照
四
海
、
而
不
遺
微
小
（
四
海
の
す

べ
て
を
明
ら
か
に
照
ら
し
て
、
わ
ず
か
な
も
の
で
も
取
り
残
さ
な
い
）
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
鏡
の
こ
と
。

○
兩
曜
…
月
と
太
陽
。

○
暉
…
輝
に
同
じ
。
日

光
の
輝
き
を
表
す
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
日
月
両
方
の
輝
き
を
表
し
て

い
る
よ
う
だ
。

○
仁
壽
…
仁
徳
が
あ
り
命
が
長
い
。「
論
語
」
雍
也
に
「
仁

者
、
寿
（
仁
の
あ
る
人
は
寿
命
が
長
い
）」
と
あ
る
。

○
影
滅
豐
城
…
豊
城
と

は
、
預
章
の
豊
城
の
地
に
埋
も
れ
て
い
た
龍
泉
・
太
阿
の
二
名
剣
が
光
を
放

っ
て
天
に
徹
し
、
紫
気
が
現
れ
た
故
事
（
「
晋
書
」
張
華
伝
）
を
指
す
。
出
現

し
た
宝
剣
の
光
で
、
影
が
消
え
た
と
い
う
の
か
。

○
多
情
…
心
に
感
じ
る

こ
と
が
多
い
。

○
式
…
語
詞
の
「
以
」
と
同
義
と
解
し
た
。

○
四
韻
…

四
韻
の
詩
。
八
句
か
ら
な
る
詩
。

■
口
語
訳

勅
す
、
進
め
ら
れ
た
明
鏡
と
宝
剣
を
受
け
取
っ
た
。
ど
ち
ら
も
、
日
月
両

方
の
輝
き
を
含
み
持
っ
て
お
り
、
世
界
を
象
徴
す
る
八
卦
を
受
け
持
っ
て

埼玉大学紀要　教育学部, 60(2)：149-180 （2011）

－151－



い
る
。
光
が
延
び
、
仁
徳
が
あ
っ
て
長
寿
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
豊

城
の
宝
剣
の
よ
う
に
、
そ
の
輝
き
で
影
を
消
す
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
二
つ

を
身
に
帯
び
れ
ば
心
に
感
じ
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
り
、
恥
ず
か
し
く
も
八

句
の
詩
を
賦
す
。

「
詩
」

寶

照

含

天

地

寶
照
は
天
地
を
含
み

神

劍

合

陰

陽

神
劍
は
陰
陽
に
合
す

日

月

麗

光

景

日
月
は
光
景
を
麗
し
く
し

星

斗

裁

文

章

星
斗
は
文
章
を
裁
つ

寫

鑑

表

容

質

寫
し
鑑
し
て
容
質
を
表
し

て
ら

佩

服

爲

身

防

佩
び
服
す
れ
ば
身
の
防
ぎ
と
な
る

從

茲

一

賞

玩

茲
に
一
た
び
賞
玩
し
て
よ
り

こ
こ

永

徳

保

齡

長

永
く
徳
保
た
れ

齡
長
し

■
校
勘

＊
道
蔵
を
底
本
と
す
る
。

題
名
に
つ
い
て
、
道
蔵
は
「
唐
明
皇
御
批
並
詩
」
と
の
み
記
し
、
詩
の
題

名
を
記
さ
な
い
。
全
唐
詩
は
「
答
司
馬
承
禎
上
劔
鏡
（
司
馬
承
禎
の
劔
と
鏡
を

上
す
に
答
ふ
）」
と
す
る
。

■
語
注

○
寶
照
…
用
例
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
鏡
の
こ
と
を
指
す
。

○
含
天
地
…

鏡
が
天
地
を
写
し
出
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
か
。
司
馬
承
禎
が
献
上
し
た
と

さ
れ
る
鏡
は
「
含
象
鑑
（
形
象
を
そ
の
中
に
含
ん
で
い
る
鏡
）
」
と
命
名
さ
れ
て

お
り
、
彼
の
手
に
な
る
と
い
う
「
含
象
鑑
文
」（
道
蔵
・
全
唐
文
所
収
）
に
は

「
天
地
含
象
（
天
地
の
す
べ
て
に
お
い
て
形
象
を
含
む
）
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同

「
含
象
鑑
序
」（
同
上
）
に
も
「
含
光
写
貌
（
光
を
含
み
貌
を
写
す
）
」
と
い
う

表
現
が
あ
る
。

○
神
劔
合
陰
陽
…
神
剣
は
、
神
よ
り
授
か
っ
た
剣
。
司
馬

承
禎
「
劔
序
」
に
「
劔
面
合
陰
陽
（
剣
の
両
面
は
陰
陽
を
併
せ
持
っ
て
い
る
）
」

と
あ
り
、
福
永
光
司
は
「
具
体
的
に
は
彼
の
景
震
剣
が
陽
〔
景
〕
の
面
と
陰

〔
震
〕
の
両
面
を
も
」
っ
て
い
る
こ
と
を
さ
す
と
い
う
（
４
）
。

○
日
月
…
司

馬
承
禎
「
含
象
鑑
文
」
に
「
日
月
貞
明
」
と
あ
り
、
そ
れ
は
「
易
」
繋
辞
伝

に
基
づ
く
。

○
光
景
…
日
の
光
、
あ
る
い
は
輝
き
。

○
星
斗
…
北
斗
七

星
。
景
震
剣
の
表
面
に
は
、
北
斗
七
星
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
。

○
裁
…
本

来
は
「
切
る
」
の
意
味
だ
が
、
切
っ
た
よ
う
に
整
然
と
整
え
る
の
意
味
が
あ

る
。

○
寫
鑑
…
漢
語
大
詞
典
は
こ
れ
を
引
い
て
「
照
鏡
」
と
訳
す
。
鑑
は
、

鏡
に
照
ら
し
出
す
。

○
容
質
…
容
貌
と
資
質
。

○
佩
服
…
身
に
帯
び
る

こ
と
。「
御
批
」
に
「
佩
服
多
情
」
と
あ
り
、
そ
こ
で
は
鏡
と
剣
の
両
方
を

身
に
帯
び
る
と
解
し
た
。

■
口
語
訳

そ
の
鏡
は
す
ば
ら
し
く
も
天
地
を
そ
の
中
に
写
し
出
し

神
よ
り
授
か
っ
た
剣
の
両
面
は
、
陰
陽
に
符
号
し
て
い
る

鏡
は
太
陽
や
月
の
光
を
受
け
て
美
し
く
輝
き

北
斗
七
星
を
刻
印
し
た
剣
は
、
あ
や
文
様
を
整
然
と
断
ち
切
っ
た
よ
う
に

整
え
る

鏡
は
容
貌
と
資
質
の
す
べ
て
を
写
し
出
し

剣
を
身
に
帯
び
れ
ば
、
そ
の
身
を
防
ぐ
手
だ
て
と
な
る
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今
回
ひ
と
た
び
賞
翫
す
る
機
会
を
得
て
よ
り

仁
徳
は
長
く
保
た
れ
、
齢
も
い
つ
ま
で
も
伸
び
る
だ
ろ
う

■
解
説

五
言
律
詩
。
韻
字
は
「
陽
・
章
・
防
・
長
」
で
、
平
水
韻
で
は
下
平
七

陽
の
韻
。

撰
者
の
李
隆
基
は
、
唐
六
代
皇
帝
の
玄
宗
（
六
八
五
〜
七
六
二
年
、
在
位

七
一
二
〜
七
五
六
年
。
明
皇
と
も
称
さ
れ
る
）
。
治
世
の
前
半
は
開
元
の
治
と

呼
ば
れ
た
善
政
を
布
い
た
が
、
後
半
に
な
る
と
国
家
財
政
の
困
難
さ
な
ど

か
ら
世
が
乱
れ
、
安
史
の
乱
（
七
五
五
〜
七
六
三
年
）
の
さ
な
か
四
川
に
逃

れ
、
粛
宗
に
譲
位
し
た
。
彼
は
熱
心
な
道
教
信
者
で
あ
り
、「
送
道
士
薛

季
昌
」
な
ど
道
士
と
の
交
流
に
関
わ
る
詩
も
数
多
く
残
し
て
い
る
。
こ
こ

に
登
場
す
る
司
馬
承
禎
は
、
唐
代
の
道
教
界
の
大
物
だ
が
、
玄
宗
は
彼
を

長
安
に
招
聘
し
、
最
終
的
に
は
洛
陽
に
近
い
王
屋
山
の
麓
に
陽
台
宮
を
建

て
て
住
ま
わ
せ
た
。
次
の
詩
で
は
、
玄
宗
が
そ
の
王
屋
山
で
、
天
台
山
に

帰
る
司
馬
承
禎
を
見
送
っ
て
い
る
。

こ
の
御
批
と
詩
は
、
司
馬
承
禎
（
六
四
七
〜
七
三
五
年
）
が
、
玄
宗
に
自

ら
が
鋳
造
し
た
剣
と
鏡
を
献
上
し
た
の
に
応
え
た
も
の
。
道
教
と
剣
・
鏡

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
福
永
光
司
に
「
道
教
に
お
け
る
鏡
と
剣
」（
本

稿
注
４
）
が
あ
る
。
そ
の
中
で
福
永
は
、「
司
馬
承
禎
に
お
い
て
鏡
と
剣
と

が
道
教
の
『
道
』
の
象
徴
と
し
て
、
ま
た
帝
王
の
霊
威
の
象
徴
と
し
て
セ

ッ
ト
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
つ
ま
り
鏡
と
剣
は
単
な
る
実

用
品
で
は
な
く
、
神
霊
性
や
哲
学
性
を
帯
び
た
宝
器
で
あ
り
、
皇
帝
の
帯

び
る
権
威
や
神
聖
性
の
発
揚
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
司
馬
承
禎
が

こ
れ
ら
を
鋳
造
し
て
皇
帝
に
献
上
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
捉
え
方
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
る
。

な
お
福
永
は
同
書
に
お
い
て
、「
そ
の
彼
（
司
馬
承
禎
の
こ
と
―
稿
者
注
）

が
鑑
と
と
も
に
剣
を
も
ま
た
み
ず
か
ら
鋳
造
し
た
事
実
に
つ
い
て
は
、
そ

の
こ
と
を
明
記
し
た
文
章
は
見
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。
し
か
し
、
唐
の
道

士
徐
霊
府
が
撰
し
た
「
天
台
山
記
」
に
は
、
司
馬
承
禎
が
初
め
に
天
台
山

の
拠
点
と
し
て
い
た
霊
墟
と
い
う
場
所
を
描
写
す
る
中
に
「
中
間
平
地
、

立
別
院
、
營
大
丹
爐
、
修
劔
鏡
、
並
皆
克
就
（
中
頃
の
平
地
に
別
院
が
建
て

ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
大
丹
炉
が
あ
っ
て
、
剣
や
鏡
を
造
っ
て
い
た
。
ど
ち
ら
も

よ
く
で
き
た
と
い
う
）
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
（
５
）
。
こ
れ
は
司
馬
承
禎
が
み

ず
か
ら
鏡
や
剣
を
鋳
造
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

【

】
送
司
馬
錬
師
歸
天
台
山

20

司
馬
錬
師
の
天
台
山
に
歸
る
を
送
る

李
隆
基

☆
前
集
巻
上
、
許
本
巻
九

★
方
外
志
巻
三
○
、
全
唐
詩
巻
三
、
古
今
巻
一
二
五
（
天
台
山
部
芸
文
）

紫

府

求

賢

士

紫
府
に
賢
士
を
求
め

清

溪

祖

逸

人

清
谿
に
逸
人
を

祖

す

は
な
む
け

江

湖

與

城

闕

江
湖
と
城
闕
と
は

異

迹

且

殊

倫

迹
を
異
に
し
且
つ
倫
を
殊
に
す

間

有

幽

棲

者

間

幽
棲
す
る
者
有
り

こ
の
ご
ろ
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居

然

厭

俗

塵

居
然
と
し
て
俗
塵
を
厭
ふ

林

泉

先

適

性

林
泉
は
先
づ
性
に
適
ひ

芝

桂

欲

調

神

芝
桂
に
神
を
調
せ
ん
と
欲
す

地

道

踰

稽

嶺

地
道
は
稽
嶺
を
踰
え

天

台

接

海

瀕

天
台
は
海
濱
に
接
す

音

徽

從

此

間

音
徽

此
よ
り
間
た
る

へ
だ

萬

古

一

芳

春

萬
古
一
芳
の
春

■
校
勘

題
目
を
、
方
外
志
・
古
今
は
「
送
司
馬
道
士
歸
天
台
」、
全
唐
詩
は
「
王

屋
山
送
道
士
司
馬
承
禎
還
天
台
（
王
屋
山
に
て
道
士
司
馬
承
禎
の
天
台
に
還
る
を

送
る
）」
と
す
る
。
許
本
は
こ
れ
に
倣
う
。

﹇
清
﹈
方
外
志
・
古
今
作
青
。

﹇
溪
﹈
全
唐
詩
作
谿
。

﹇
祖
﹈
方
外
志

作
阻
。

﹇
間
﹈
全
唐
詩
〔
一
作
聞
〕。

﹇
棲
﹈
方
外
志
作
栖
。

﹇
芝
﹈

全
唐
詩
〔
一
作
松
〕。

﹇
稽
﹈
全
唐
詩
〔
一
作
雞
〕。

﹇
瀕
﹈
方
外
志
作

濱
、
全
唐
詩
作
濱
〔
一
作
瀕
〕。

■
語
注

○
紫
府
…
仙
人
の
居
所
。

○
祖
…
は
な
む
け
を
す
る
。
送
別
の
宴
を
開
く
。

○
江
湖
…
隠
遁
の
士
の
居
所
。
陶
淵
明
「
与
殷
晋
別
詩
」
に
「
良
才
不
隠

世
、
江
湖
多
賤
貧
（
優
れ
た
才
能
は
世
に
隠
れ
て
は
い
な
い
。
江
湖
に
は
わ
た
し

の
よ
う
な
貧
賤
な
者
が
残
る
ば
か
り
）
」
と
あ
る
。「
南
史
」
隠
逸
伝
序
に
「
或

遁
迹
江
湖
之
上
、
或
蔵
名
巌
石
之
下
（
あ
る
も
の
は
そ
の
痕
跡
を
江
湖
の
ほ
と
り

に
隠
し
、
あ
る
も
の
は
そ
の
名
声
を
巌
の
下
に
隠
し
た
）
」
と
あ
る
。

○
城
闕

…
都
城
。
天
子
の
居
所
。

○
異
迹
…
同
じ
で
な
い
行
為
、
行
跡
。

○
殊

倫
…
同
類
で
な
い
。
晋
左
思
「
詠
史
」
之
六
に
「
雖
無
壮
士
節
、
与
世
亦
殊

倫
（
壮
士
と
し
て
の
節
度
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
世
間
と
は
同
類
で
は
な
い
）」

と
あ
る
。

○
居
然
…
安
ら
か
な
様
。
安
定
し
た
様
。「
詩
経
」
大
雅
生
民

に
「
居
然
生
子
（
安
心
し
て
子
を
生
む
）
」
と
あ
る
。

○
林
泉
…
山
林
と
泉

石
。「
旧
唐
書
」
隠
逸
伝
崔
覲
伝
に
「
爲
儒
不
楽
仕
進
、
以
耕
稼
爲
業
、
隠

於
城
固
南
山
、
夫
婦
林
泉
相
対
、
嘯
詠
自
娯
」
と
あ
る
。

○
適
性
…
心
に

適
う
、
性
質
に
適
う
。
劉
向
「
列
仙
伝
」
に
「
寥
寥
安
期
、
虚
質
高
清
。
乗

光
適
性
、
保
気
延
生
」
と
あ
る
。

○
調
神
…
精
神
を
順
適
に
さ
せ
る
。
劉

宋
徐
爰
「
食
箴
」（
「
北
堂
書
抄
」
巻
一
四
二
所
引
）
に
「
一
日
三
飽
、
聖
賢
通

執
。
奉
君
養
親
、
靡
不
加
精
。
安
慮
潤
気
、
調
神
暢
情
」
と
あ
る
。

○
音

徽
…
た
よ
り
。
音
信
。
美
し
い
音
。
徽
音
な
ら
ば
、
よ
い
誉
れ
。
麗
し
い
音

楽
。
よ
い
音
信
。
徽
は
琴
の
弦
、
あ
る
い
は
琴
じ
。

○
萬
古
…
大
昔
。
永

遠
。
杜
甫
「
戯
作
六
絶
」
に
「
爾
曹
身
与
名
倶
滅
、
不
廃
江
河
万
古
流
（
あ

な
た
の
身
と
名
と
は
と
も
に
滅
び
て
も
、
黄
河
や
長
江
の
太
古
か
ら
未
来
へ
続
く
流

れ
は
廃
れ
る
こ
と
は
な
い
）」
と
あ
る
。

■
口
語
訳

仙
人
の
居
所
に
す
ぐ
れ
た
人
物
を
求
め
た
が

清
ら
か
な
渓
流
で
隠
遁
さ
れ
よ
う
と
す
る
方
に
餞
の
宴
を
開
く

結
局
の
所
、
隠
遁
の
士
が
隠
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
都
城
と
は

同
じ
場
所
で
は
あ
り
え
な
い
の
だ

こ
の
頃
、
隠
棲
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
人
が
お
り

心
安
ら
か
で
、
世
俗
の
汚
れ
を
厭
う
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

山
林
と
泉
石
こ
そ
が
先
生
の
本
性
に
適
い
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霊
芝
や
桂
に
よ
っ
て
精
神
を
順
適
に
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る

彼
方
へ
至
る
道
は
会
稽
の
嶺
を
越
え
て
遠
く

そ
の
天
台
山
は
遙
か
海
浜
に
接
し
て
い
る
と
か

こ
こ
で
一
旦
別
れ
た
ら
便
り
を
通
じ
る
の
も
難
し
い
だ
ろ
う

太
古
よ
り
永
遠
に
続
く
、
春
の
香
を
感
じ
る
ば
か
り
で
あ
る

■
解
説

五
言
古
詩
。
韻
字
は
「
人
・
倫
・
塵
・
神
・
瀕
・
春
」
で
、
平
水
韻
で

は
上
平
一
一
真
の
韻
。

司
馬
承
禎
が
天
台
山
へ
帰
る
の
を
送
別
し
た
も
の
。
帰
隠
先
の
天
台
山

に
つ
い
て
の
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
林
泉
や
芝
桂

な
ど
の
、
自
然
と
仙
界
を
暗
示
す
る
も
の
が
登
場
す
る
程
度
で
あ
る
。
な

お
全
唐
詩
の
題
名
に
よ
る
な
ら
ば
、
玄
宗
は
王
屋
山
に
お
い
て
こ
の
送
別

の
詩
を
作
っ
た
こ
と
に
な
る
。
伝
記
資
料
に
よ
れ
ば
、
天
台
山
が
遠
い
た

め
、
玄
宗
は
洛
陽
に
近
い
王
屋
山
に
道
観
を
作
り
、
司
馬
承
禎
を
そ
こ
に

住
ま
わ
せ
た
と
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
王
屋
山
に
拠
点
が
で
き
た
後
も
、

司
馬
承
禎
は
天
台
山
に
帰
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
折
の
作
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
あ
る
い
は
道
観
が
造
ら
れ
、
司
馬
承
禎
が
本
格
的
に
移
り
住
む
以

前
に
、
王
屋
山
に
お
い
て
司
馬
承
禎
を
見
送
っ
た
時
の
作
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

【

】
石
橋
銘

石
橋
の
銘

21

李
隆
基

☆
許
本
巻
五
（
羅
漢
道
場
﹇
一
﹈
石
橋
方
広
）

★
全
唐
文
巻
四
一

梁

園

勝

躅

梁
園
は
勝
躅
に
し
て

碣

館

佳

游

碣
館
は
游
に
佳
し

苔

深

石

暗

苔
は
深
く
石
は
暗
く

山

斜

路

幽

山
は
斜
に
し
て
路
は
幽
か
な
り

橋

非

七

夕

橋
は
七
夕
に
非
ざ
る
も

節

是

三

秋

節
は
是
れ
三
秋
な
り

爰

停

弄

杼

爰
に
停
り
て
杼
を
弄
び

共

此

淹

留

共
に
此
に
て
淹
留
せ
ん

■
校
勘

＊
全
唐
文
を
底
本
と
す
る
。

■
語
注

○
梁
園
…
漢
代
、
梁
孝
王
が
営
築
し
た
兎
園
を
い
う
。
梁
苑
に
同
じ
。
李
白

「
贈
王
判
官
詩
」
に
「
荊
門
倒
屈
宋
、
梁
苑
傾
鄒
枚
」
と
あ
る
。

○
勝
躅

…
躅
は
跡
。
勝
迹
に
同
じ
。
す
ぐ
れ
た
跡
、
名
高
い
古
跡
、
す
ぐ
れ
た
事
蹟
。

孟
浩
然
「
与
諸
子
登
峴
山
詩
」
に
「
江
山
留
勝
迹
、
我
輩
復
登
臨
（
江
山
に

勝
迹
を
留
め
、
我
が
輩
復
た
登
り
臨
む
）」、
岑
参
「
過
王
判
官
西
津
所
居
詩
」

に
「
勝
迹
不
在
遠
、
愛
君
池
館
幽
（
勝
迹
は
遠
き
に
在
ら
ず
、
君
の
池
館
の
幽
な

る
を
愛
す
）
」
と
あ
る
。

○
碣
館
…
宮
殿
の
名
。
碣
石
館
に
同
じ
。
河
北
省
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の
海
浜
に
あ
っ
た
と
い
う
。
李
嶠
「
九
成
宮
呈
同
寮
詩
」
に
「
碣
館
分
襄
野
、

平
台
架
射
峯
」
と
あ
る
。

○
佳
游
…
佳
遊
に
同
じ
。
よ
い
遊
び
。
あ
る
い

は
遊
ぶ
の
に
よ
い
。
李
嶠
「
弾
詩
」
に
「
侠
客
持
蘇
合
、
佳
遊
満
帝
郷
」
と

あ
る
。

○
三
秋
…
秋
の
三
箇
月
。
王
褒
「
九
日
従
駕
詩
」
に
「
律
改
三
秋

節
、
気
応
九
鍾
霜
」
と
あ
る
。

○
杼
…
機
織
り
の
道
具
の
ひ
と
つ
。

■
口
語
訳

か
の
梁
孝
王
の
兎
園
は
す
ぐ
れ
た
古
蹟
で
あ
り

碣
石
館
も
遊
ぶ
の
に
よ
い
と
こ
ろ
だ
っ
た

（
そ
れ
ら
以
上
に
こ
の
天
台
山
の
石
橋
は
す
ば
ら
し
く
）

苔
生
し
た
石
橋
は
薄
暗
い
中
に
あ
り

そ
こ
へ
至
る
道
は
険
し
く
、
ま
た
か
す
か
で
あ
る

そ
の
橋
は
七
夕
に
天
に
架
か
る
も
の
で
は
な
い
が

い
ま
こ
の
秋
の
節
に
横
た
わ
っ
て
い
る

さ
あ
、
足
を
留
め
て
機
織
り
を
し
な
が
ら

と
も
に
ゆ
っ
た
り
と
し
て
長
く
留
ま
ろ
う

■
解
説

銘
文
で
あ
る
が
韻
を
踏
む
。
韻
字
は
「
游
・
幽
・
秋
・
留
」
で
、
平
水

韻
で
は
下
平
一
一
尤
の
韻
。

天
台
山
き
っ
て
の
景
勝
で
あ
る
石
梁
飛
瀑
を
描
く
。天
台
山
の
石
橋
を
、

七
夕
に
天
の
川
に
架
か
る
橋
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
色
か
。

【

】
送
楊
道
士
往
天
台

楊
道
士
の
天
台
に
往
く
を
送
る

22

張
九
齡

☆
前
集
巻
中

★
文
苑
巻
二
二
七
（
道
門
）
、
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
巻
四
（
四
部
叢
刊

初
編
、
曲
江
と
略
）
、
唐
百
、
方
外
志
巻
三
○
、
古
今
巻
一
二
五
、
全
唐

詩
巻
四
八

鬼

谷

還

成

道

鬼
谷

還
り
て
道
を
成
し

天

台

去

學

僊

天
台

去
り
て
仙
を
學
ぶ

行

應

松

子

化

行
く
ゆ
く
松
子
の
化
に
應
じ

留

與

世

人

傳

留
り
て
世
人
と
と
も
に
傳
ふ

此

地

煙

波

遠

此
の
地
は
煙
波
遠
く

何

時

羽

駕

旋

何
れ
の
時
に
か
羽
駕
も
て
旋
る

當

須

一

把

袂

當
に
須
ら
く
一
た
び
袂
を
把
る
べ
し

城

郭

共

依

然

城
郭

共
に
依
然
た
ら
ん

■
校
勘

な
し

■
語
注

○
楊
道
士
…
不
詳
。
李
白
に
「
送
楊
山
人
帰
天
台
」「
駕
去
温
泉
宮
後
贈
楊

山
人
」「
送
楊
山
人
帰
嵩
山
」
な
ど
の
詩
が
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
楊
道
士
と

同
じ
か
。
後
掲
の
熊
飛
は
楊
炎
の
父
の
楊
播
で
は
な
い
か
と
い
う
。
楊
炎
（
七

二
八
〜
七
八
一
）
は
、
徳
宗
時
代
に
宰
相
を
つ
と
め
、
両
税
法
を
創
始
し
た
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唐
の
大
臣
。「
旧
唐
書
」
巻
一
一
八
・「
新
唐
書
」
巻
一
四
五
本
伝
。
彼
は
「
小

楊
山
人
」
と
号
さ
れ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
父
親
な
ど
が
「
楊
山
人
」
と
称

さ
れ
た
の
に
対
す
る
呼
称
で
あ
ろ
う
。
父
の
楊
播
は
楊
炎
の
伝
記
に
記
録
が

残
る
程
度
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
孝
を
以
て
称
さ
れ
、
玄
宗
が
諫
議
大
夫
に
任

じ
た
が
や
が
て
棄
官
し
た
。
粛
宗
に
至
っ
て
、
即
家
の
ま
ま
で
散
騎
常
侍
に

任
ぜ
ら
れ
、
玄
靖
先
生
と
号
さ
れ
た
。

○
鬼
谷
…
鬼
谷
子
。
も
と
戦
国
時

代
の
縦
横
家
で
、
蘇
秦
・
張
儀
の
師
匠
で
あ
っ
た
と
い
う
。
の
ち
に
仙
人
と

さ
れ
た
。
あ
る
い
は
鬼
谷
子
が
住
ん
だ
と
い
う
地
名
か
（
河
南
省
登
封
県
の
東

南
）。

○
成
道
…
仏
教
の
成
仏
に
同
じ
。
悟
り
を
開
く
、
悟
道
に
達
す
る
こ

と
。

○
松
子
…
赤
松
子
。
古
代
の
伝
説
の
仙
人
。

○
煙
波
…
も
や
の
こ

め
た
水
面
。
転
じ
て
江
湖
に
よ
っ
て
遠
く
隔
て
ら
れ
て
お
り
、
容
易
に
逢
い

が
た
い
こ
と
を
表
す
。
唐
王
涯
「
閨
人
贈
遠
詩
五
首
（
其
三
）」
に
「
形
影
一

朝
別
、
煙
波
千
里
分
（
ひ
と
た
び
別
れ
て
し
ま
え
ば
、
遠
く
千
里
も
隔
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
）
」
と
あ
る
。

○
羽
駕
…
鸞
や
鶴
な
ど
の
鳥
に
牽
か
せ
る
神
仙

の
車
。
梁
沈
約
「
遊
金
華
山
詩
」
に
「
若
蒙
羽
駕
迎
、
得
奉
金
書
召
（
も
し

羽
駕
で
迎
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
金
書
の
召
を
奉
じ
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
）
」
と

あ
る
。

○
把
袂
…
衣
の
袖
を
つ
か
む
。
あ
る
い
は
手
を
ひ
く
。
親
し
み
の

表
現
。
梁
何
遜
「
贈
江
長
史
別
」
に
「
餞
道
出
郊
垌
、
把
袂
臨
洲
渚
（
見
送

っ
て
は
郊
外
の
地
ま
で
つ
い
て
き
て
、
袖
を
つ
か
ん
で
渡
し
場
ま
で
き
て
し
ま
っ

た
）
」
と
あ
る
。

○
城
郭
共
依
然
…
依
然
は
昔
の
ま
ま
。「
捜
神
後
記
」
巻

一
に
、
漢
代
に
丁
令
威
と
い
う
人
が
虚
山
で
仙
道
を
学
び
、
鶴
に
化
し
て
故

郷
に
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
と
気
づ
か
な
か
っ
た
少
年
が
令
威
の
化
し
た
鶴

を
弓
で
射
よ
う
と
し
た
。
鶴
は
空
を
飛
び
な
が
ら
、「
城
郭
は
元
の
ま
ま
な

の
に
人
間
は
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
嘆
い
た
と
い
う
話
が
あ
る
。

■
口
語
訳

鬼
谷
子
は
そ
の
地
に
還
っ
て
悟
り
を
開
い
た
と
い
う
が

楊
道
士
も
そ
の
よ
う
に
天
台
山
へ
行
っ
て
神
仙
の
道
を
学
ば
れ
よ
う
と
し

て
い
る

あ
の
赤
松
子
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
如
く
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
が

か
の
地
に
留
ま
り
続
け
て
、
世
の
人
々
に
道
を
伝
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

こ
の
地
は
天
台
山
か
ら
は
煙
る
江
湖
に
よ
っ
て
遠
く
隔
て
ら
れ
て
お
り

鸞
や
鶴
が
牽
く
車
に
乗
り
還
っ
て
こ
ら
れ
る
の
は
い
つ
に
な
る
だ
ろ
う
か

別
れ
に
臨
ん
で
今
一
度
袖
を
つ
か
ん
で
親
し
み
を
示
そ
う

ご
帰
還
の
時
に
は
城
郭
は
昔
の
ま
ま
で
も
、
人
は
既
に
代
替
わ
り
を
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
ら

■
解
説

五
言
律
詩
。
韻
字
は
「
僊
・
傳
・
旋
・
然
」
で
、
平
水
韻
で
は
下
平
一

先
の
韻
。

張
九
齢
（
六
七
八
〜
七
四
○
年
。
生
卒
年
は
、
植
木
久
行
「
唐
代
詩
人
生
卒
年

論
拠
考
三
題
―
張
九
齢
・
李
益
・
張
説
」『
中
国
文
学
研
究
』﹇
一
六
号
、
一
九
九
○

年
﹈
に
よ
る
。）
は
、
韶
州
曲
江
（
広
東
省
）
の
人
で
字
は
子
寿
。
武
后
の
神

功
元
年
（
六
九
七
）
に
進
士
試
験
の
資
格
を
得
、
長
安
二
年
（
七
○
二
）
に

進
士
に
合
格
。
中
宗
朝
で
登
用
さ
れ
、
玄
宗
朝
に
至
っ
て
張
説
に
認
め
ら

れ
て
要
職
を
歴
任
し
、
宰
相
と
し
て
活
躍
す
る
。
し
か
し
李
林
甫
か
ら
疎

ん
じ
ら
れ
て
、
開
元
二
十
五
年
（
七
三
六
）
に
荊
州
長
史
に
左
遷
さ
せ
ら

れ
る
。
そ
の
後
は
憂
い
に
沈
み
、
開
元
二
十
八
年
（
七
四
○
）
に
告
暇
し

て
故
郷
の
曲
江
に
帰
り
、
そ
こ
で
卒
し
た
。
諡
は
文
献
。「
旧
唐
書
」
巻

九
十
九
・「
新
唐
書
」
巻
一
二
六
本
伝
。
そ
の
詩
風
は
「
神
味
超
逸
」
と
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称
さ
れ
る
。
そ
の
詩
文
集
に
つ
い
て
、「
唐
百
家
詩
」
で
は
「
張
九
齡
集

六
巻
」
と
し
、
四
部
叢
刊
所
収
の
「
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
」
は
二
十

巻
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
巻
二
か
ら
巻
五
に
詩
を
収
め
る
。

四
部
叢
刊
所
収
の
「
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
文
集
」
は
、
明
憲
宗
の
成
化

九
年
（
一
四
七
三
）
の
序
が
あ
る
が
、
熊
飛
に
よ
れ
ば
、
複
印
本
で
あ
ろ

う
と
い
う
。
校
注
本
に
熊
飛
校
注
『
張
九
齢
詩
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
○

○
八
年
）
が
あ
り
、
和
刻
本
に
『
曲
江
張
先
生
詩
集
』
巻
下
（
三
巻

久
田

湖
山
点

寛
政
十
一
年
刊
﹇
和
刻
本
漢
詩
集
成
唐
詩
第
一
輯
﹈）
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
詩
は
、
楊
道
士
と
い
う
人
物
が
天
台
山
に
向
か
う
の
を
見
送
る
送

別
の
詩
で
あ
る
。
鬼
谷
子
や
赤
松
子
な
ど
の
古
代
の
仙
人
を
あ
げ
、
楊
道

士
が
そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
歌
う
。
そ
し
て
彼
が
向
か

う
天
台
山
は
、
彼
方
に
あ
る
神
仙
の
山
で
あ
り
、
そ
こ
で
修
行
を
積
ん
だ

楊
道
士
は
き
っ
と
神
仙
に
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
。

作
詩
の
年
代
は
は
か
り
が
た
い
が
、
熊
飛
は
開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）

の
、
荊
州
長
史
左
遷
以
前
の
作
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
玄
宗
朝
の
い

つ
か
、
で
あ
ろ
う
。
見
送
ら
れ
る
楊
道
士
は
不
詳
。
熊
飛
の
推
測
す
る
ご

と
く
楊
播
だ
と
し
て
も
、
そ
の
人
と
な
り
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
「
方

外
志
」「
歴
世
神
仙
体
道
通
鑑
」
な
ど
の
後
世
の
資
料
に
も
、
そ
れ
ら
し

き
人
物
は
見
あ
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
天
台
山
に
直
接
関
わ
る
人
物
で
詩
歌
に
登
場
す
る
の
は
、
こ

の
楊
道
士
は
唐
代
で
は
司
馬
承
禎
に
次
い
で
二
人
目
で
あ
る
。
こ
の
詩
で

は
、
天
台
山
は
、
神
々
の
棲
ま
わ
れ
る
茫
漠
と
し
た
神
山
で
は
な
く
、
眼

前
の
人
間
が
尋
ね
る
場
所
と
し
て
、
実
体
を
帯
び
た
山
岳
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
る
。

【
参
考
】

＊
天
台
山
に
は
関
わ
ら
な
い
が
、
司
馬
承
禎
と
張
九
齢
と
の
関
わ
り
を
示
す

詩
を
あ
げ
て
お
く
。

登
南
嶽
事
畢
謁
司
馬
道
士

南
嶽
に
登
り
、
事
畢
り
、
司
馬
道
士
に
謁
す

張
九
齡

☆
前
集
・
許
本
収
録
せ
ず

★
文
苑
巻
二
二
七
（
道
門
）、
曲
江
巻
三
、
唐
百
、
全
唐
詩
巻
四
七

將

命

祈

靈

嶽

命
を
將
っ
て
靈
嶽
に
祈
り

迴

策

詣

眞

士

策
を
迴
ら
し
て
眞
士
に
詣
る

絶

跡

尋

一

徑

絶
跡
に
一
徑
を
尋
ね

異

香

聞

數

里

異
香

數
里
に
聞
こ
ゆ

分

庭

八

桂

樹

庭
を
分
つ
八
桂
の
樹

肅

客

兩

童

子

客
を
肅
む
兩
童
子

す
す

入

室

希

把

袖

室
に
入
り
て
袖
を
把
る
を
希
み

登

床

願

啓

齒

床
に
登
り
て
齒
を
啓
す
る
を
願
う

誘

我

棄

智

訣

我
を
棄
智
の
訣
に
誘
ひ

迨

茲

長

生

理

茲
の
長
生
の
理
に
迨

ぶ

お
よ

吸

精

反

自

然

精
を
吸
ひ
て
自
然
に
反
り

錬

藥

求

不

死

藥
を
錬
り
て
不
死
を
求
む
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斯

言

眇

霄

漢

斯
の
言
は
霄
漢
に
眇
た
り
て

顧

余

嬰

紛

滓

余
を
顧
り
み
る
に
紛
滓
に
嬰
れ
り

か
か

相

去

九

牛

毛

相
い
去
る
こ
と
九
牛
の
毛
な
る
も

慚

歎

何

知

己

慚
ぢ
歎
ず

何
ぞ
己
を
知
ら
ん

■
校
勘

題
名
を
、
文
苑
は
「
祭
南
嶽
事
畢
謁
司
馬
道
士
」
と
す
る
。
熊
飛
は
そ
ち

ら
が
よ
い
と
い
う
。

﹇
徑
﹈
文
苑
作
逕
。

﹇
客
﹈
前
集
・
唐
百
・
曲
江
作
容
。
倣
文
苑
改
客
。

﹇
袖
﹈
前
集
・
唐
百
作
神
。
倣
文
苑
・
全
唐
詩
改
袖
。

﹇
床
﹈
唐
百
作

牀
。

﹇
迨
﹈
前
集
・
唐
百
作
迫
。
倣
文
苑
・
全
唐
詩
改
迨
。

﹇
余
﹈
文

苑
作
予
。
唐
百
作
子
。

﹇
何
知
己
﹈
前
集
作
知
何
已
、
文
苑
〔
集
作
何
知

已
〕。
以
意
改
。

■
語
注

○
將
命
…
命
令
を
実
行
す
る
。

○
絶
跡
…
外
部
と
の
交
渉
が
な
い
。

○

八
桂
樹
…
八
本
の
桂
の
木
。「
山
海
経
」
海
内
南
経
に
「
桂
林
八
樹
、
在
番

隅
東
」
と
あ
り
、
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
八
桂
森
挺
以
凌
霜
、
五
芝
含

秀
而
晨
敷
」
と
あ
る
。

○
肅
客
…
客
を
導
く
。「
礼
記
」
曲
礼
に
「
主
人

肅
客
而
入
」
と
あ
る
。
前
集
ら
は
「
肅
容
」
と
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
つ

つ
し
む
姿
。

○
把
袂
…
【

】
語
注
。

○
床
…
腰
掛
け
、
色
々
な
も
の

22

を
載
せ
る
台
。

○
啓
齒
…
笑
う
。「
荘
子
」
徐
無
鬼
に
「
吾
君
未
嘗
啓
齒
」

と
あ
る
。

○
棄
智
…
聡
明
や
智
巧
を
捨
て
去
る
。「
老
子
」
第
十
九
章
に

「
絶
聖
棄
智
、
而
民
利
百
倍
」、「
抱
朴
之
」
明
本
に
「
外
物
棄
智
…
…
道
家

之
道
也
」
と
あ
る
。

○
迫
…
迨
な
ら
ば
、
至
る
、
及
ぶ
。

○
眇
…
か
す

か
、
は
る
か
。

○
霄
漢
…
大
空
。

○
九
牛
毛
…
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
取
る

に
足
り
な
い
も
の
の
喩
え
。
司
馬
遷
「
報
任
安
書
」（「
漢
書
」
司
馬
遷
伝
）
に

「
仮
令
僕
伏
法
受
誅
、
若
九
牛
亡
一
毛
、
与
螻
蟻
何
以
異
」
と
あ
る
。

○

何
知
己
…
も
と
「
知
何
已
」
と
あ
り
、
ま
た
文
苑
に
引
く
集
で
は
「
何
知
已
」

と
す
る
。
ど
ち
ら
も
意
味
が
取
り
が
た
か
っ
た
の
で
、
標
記
の
様
に
改
め
た
。

諸
賢
の
ご
教
授
を
請
い
た
い
。

■
口
語
訳

皇
帝
の
命
を
受
け
て
霊
山
で
祭
祀
を
行
い

杖
を
転
じ
て
真
人
の
も
と
を
訪
ね
た

人
里
離
れ
た
絶
人
の
地
に
一
筋
の
小
道
を
た
ど
れ
ば

数
里
も
離
れ
た
と
こ
ろ
へ
も
、
妙
な
る
香
り
（
気
配
）
が
漂
っ
て
く
る

そ
の
庭
に
は
、
目
印
と
な
る
八
本
の
桂
の
木
が
生
え
て
い
て

二
人
の
童
子
が
訪
問
客
を
導
い
て
く
れ
る

道
士
の
お
住
ま
い
に
入
っ
て
よ
し
み
を
通
じ

腰
掛
け
に
座
っ
て
対
面
し
て
歓
談
し
よ
う

道
士
は
私
を
智
慧
を
捨
て
去
る
秘
訣
に
誘
い

長
生
の
こ
と
わ
り
に
ま
で
及
ぼ
し
て
く
れ
る

精
和
の
気
の
み
を
吸
っ
て
自
然
に
還
り

仙
薬
を
錬
っ
て
不
死
を
求
め
よ
う
と
す
る

道
士
の
お
言
葉
は
、
大
空
の
彼
方
の
か
す
か
な
も
の
の
ご
と
く
で
あ
り

我
が
身
を
省
み
る
に
世
俗
の
汚
れ
に
ま
み
れ
て
い
る
ば
か
り

道
士
と
私
と
の
差
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
と
い
う
が

身
の
程
も
知
れ
な
い
己
を
恥
じ
入
り
嘆
く
ば
か
り
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■
解
説

五
言
古
詩
。
韻
字
は
「
士
・
里
・
子
・
齒
・
理
・
死
・
滓
・
已
」
で
、

平
水
韻
で
は
上
声
四
紙
の
韻
。

南
岳
に
行
き
、
司
馬
承
禎
に
拝
謁
し
た
折
の
作
。
司
馬
承
禎
が
南
岳
衡

山
を
訪
れ
た
の
は
、「
茅
山
貞
白
先
生
碑
陰
記
」（
清
十
四
巻
本
「
茅
山
志
」

巻
四
）
に
よ
れ
ば
、
開
元
十
二
年
（
七
二
四
）
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
衡
岳
に

行
く
（
碑
で
は
「
帰
」）
途
中
に
茅
山
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
、
茅
山
の
貞

白
先
生
（
陶
弘
景
）
を
顕
彰
す
る
石
碑
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
彼
が
碑
文

を
述
し
て
揮
毫
も
し
た
と
い
う
。
そ
れ
に
は
開
元
十
二
年
九
月
十
三
日
の

日
付
が
あ
る
。
一
方
、
張
九
齢
の
年
譜
で
あ
る
楊
承
祖
『
唐
張
子
寿
先
生

九
齢
年
譜
』
で
は
、「
唐
大
詔
令
集
」
に
よ
り
、
張
九
齢
は
開
元
十
四
年

（
七
二
六
）
正
月
に
南
岳
で
祭
祀
を
行
っ
た
と
し
、
そ
の
足
で
司
馬
道
士

に
拝
謁
し
た
と
す
る
。
こ
こ
に
は
二
年
の
隔
た
り
が
あ
る
。
あ
る
い
は
司

馬
承
禎
が
南
岳
を
訪
れ
た
の
は
複
数
回
に
及
ぶ
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
こ
の
詩
の
制
作
は
開
元
十
四
年
と
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
ま

た
南
宋
陳
田
夫
「
南
嶽
総
勝
集
」
は
、
開
元
の
初
め
、
司
馬
承
禎
が
海
山

か
ら
桴
に
乗
じ
て
衡
岳
に
至
り
、九
真
観
の
北
一
里
の
地
に
庵
を
結
ん
だ
。

そ
こ
へ
丞
相
の
張
九
齢
が
し
ば
し
ば
訪
れ
た
と
い
う
挿
話
を
載
せ
る
。
司

馬
承
禎
が
本
格
的
に
王
屋
山
に
移
っ
た
の
は
、
神
塚
淑
子
（
６
）

に
よ
れ
ば
、

開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
詩
は
、
司
馬
承

禎
の
拠
点
が
、
ま
だ
天
台
山
に
あ
っ
た
時
代
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【

】
送
蘇
倩
遊
天
台

蘇
倩
の
天
台
に
遊
ぶ
を
送
る
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張
子
容

☆
前
集
別
編

★
文
苑
巻
二
六
八
（
行
送
）、
古
今
巻
一
二
五
、
全
唐
詩
巻
一
一
六

靈

異

尋

滄

海

靈
異

滄
海
を
尋
ね

笙

歌

訪

翠

微

笙
歌
し
て
翠
微
を
訪
ぬ

水

鷗

迎

共

狎

水
鷗
迎
へ
て
共
に
狎
れ

雲

鶴

待

將

飛

雲
鶴
待
ち
て
將
に
飛
ば
ん
と
す

琪

樹

嘗

仙

果

琪
樹
に
仙
果
を
嘗
め
な

瓊

樓

試

羽

衣

瓊
樓
に
羽
衣
を
試
み
る

遙

知

神

女

問

遙
に
知
る
神
女
の
問
ふ
を

獨

怪

阮

郎

歸

獨
り
怪
し
む
阮
郎
の
歸
る
を

■
校
勘

﹇
訪
﹈
文
苑
作
討
。

﹇
水
﹈
文
苑
作
江
〔
一
作
水
〕、
全
唐
詩
作
江
。

﹇
共
﹈
文
苑
作
近
〔
一
作
共
〕、
全
唐
詩
〔
一
作
近
〕。

﹇
嘗
﹈
文
苑
作
攀

〔
一
作
嘗
〕、
全
唐
詩
〔
一
作
攀
〕。

﹇
樓
﹈
全
唐
詩
〔
一
作
枝
〕。

■
語
注

○
霊
異
…
す
ぐ
れ
て
ふ
し
ぎ
な
こ
と
。
神
異
。
霊
妙
。

○
翠
微
…
山
が
緑

に
け
ぶ
っ
て
い
る
様
。
あ
る
い
は
緑
に
け
ぶ
る
山
。
左
思
「
蜀
都
賦
」
に
「
鬱

葐
葐
以
翠
微
、
崛
巍
巍
以
峨
峨
」
と
あ
る
。

○
笙
…
王
子
晋
が
得
意
と
し
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て
い
た
楽
器
。

○
水
鷗
…
か
も
め
。
陶
潜
「
遊
斜
川
詩
序
」
に
「
魴
鯉
躍

鱗
於
将
夕
、
水
鷗
乗
和
以
翻
飛
（
魴
や
鯉
が
暮
れ
よ
う
と
す
る
流
れ
に
鱗
を
躍
ら

せ
、
鷗
が
穏
や
か
な
大
気
に
乗
っ
て
飛
ん
で
い
る
）」
と
あ
る
。「
列
子
」
黄
帝
に
、

鷗
が
馴
れ
て
共
に
遊
ん
で
い
る
人
が
い
た
。
と
こ
ろ
が
父
親
か
ら
鷗
を
捕
ま

え
て
く
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
捕
ま
え
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
鷗
は
二
度
と
そ

の
人
に
近
づ
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
説
話
が
あ
る
。

○
雲
鶴
…
鶴
。
ま
た

世
塵
を
は
な
れ
山
野
に
隠
遁
す
る
ひ
と
。
陶
淵
明
「
連
雨
獨
飲
」
に
「
雲
鶴

有
奇
翼
、
八
表
須
臾
還
（
鶴
に
は
す
ば
ら
し
い
翼
が
あ
り
、
世
界
の
は
て
ま
で
す

ぐ
に
飛
ん
で
い
け
る
）
」
と
あ
る
。

○
琪
樹
…
玉
の
木
、
ま
た
は
玉
の
よ
う

に
美
し
い
木
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
見
え
、
天
台
山
を
歌
う
詩
で
頻
出

の
語
。

○
瓊
樓
…
玉
の
高
殿
、
あ
る
い
は
玉
の
よ
う
に
美
し
い
高
殿
。
瓊

台
と
同
義
。
こ
ち
ら
も
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
見
え
る
語
。

○
阮
郎
…

漢
代
、
天
台
山
に
仙
薬
を
採
り
に
入
っ
た
劉
晨
と
阮
肇
が
仙
女
に
出
会
い
、

半
年
間
も
て
な
さ
れ
て
帰
還
し
た
と
こ
ろ
数
百
年
た
っ
て
い
た
、
と
い
う
話

が
あ
る
（「
幽
明
録
」
な
ど
）
。

○
神
女
問
…
天
台
山
の
仙
女
が
、
阮
肇
ら
に

「
あ
な
た
方
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
と
問
う
た
よ
う
に
、
蘇
倩
に
も
仙
女

が
問
い
か
け
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
意
味
に
解
し
た
。

○
獨
怪
阮
郎
歸
…
阮

肇
ら
が
数
百
年
た
っ
て
国
に
帰
っ
て
き
た
時
、
当
時
の
人
々
は
彼
ら
が
誰
か

分
か
ら
ず
不
思
議
が
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
貴
方
の
天
台
山
か
ら
の
帰
還
は
こ

れ
か
ら
数
百
年
後
で
あ
り
、
そ
の
時
の
人
々
は
貴
方
の
こ
と
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
意
味
に
解
し
た
。

■
口
語
訳

霊
妙
神
異
を
求
め
て
滄
海
を
渡
り

王
子
晋
の
よ
う
に
笙
を
奏
で
ま
た
歌
っ
て
、
緑
に
け
ぶ
る
山
を
訪
れ
よ
う

と
さ
れ
て
い
る

列
子
の
説
話
の
よ
う
に
無
心
に
な
っ
て
カ
モ
メ
と
戯
れ
れ
ば

霊
鶴
が
一
緒
に
飛
ぼ
う
と
待
っ
て
い
る

玉
の
木
で
は
神
仙
の
果
物
を
い
た
だ
き

玉
の
楼
台
で
仙
人
の
衣
の
羽
衣
を
は
お
っ
て
み
る

仙
女
が
貴
方
に
問
い
か
け
る
こ
と
は
遠
く
に
い
る
私
で
も
分
か
る
け
れ
ど

阮
郎
の
よ
う
に
数
百
年
後
に
帰
還
さ
れ
れ
ば
、
人
々
は
貴
方
の
こ
と
を
不

思
議
に
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う

■
解
説

五
言
律
詩
。
韻
字
は
「
微
・
飛
・
衣
・
歸
」
で
、
平
水
韻
で
は
上
平
五

微
の
韻
。

張
子
容
は
、「
唐
詩
紀
事
」
巻
二
三
と
「
唐
才
子
伝
」
巻
一
に
わ
ず
か

な
資
料
が
残
る
の
み
。
山
本
巌
「
孟
浩
然
交
友
考
」（『
宇
都
宮
大
学
教
育
学

部
紀
要

第
一
部
』
第
五
一
号
、
二
○
○
一
年
）
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
り

な
が
ら
彼
の
略
歴
を
述
べ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
孟
浩
然
と
深
い
交
友

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
年
代
だ
考
え
ら
れ
る
。
孟
浩
然
の
生
年
に
は

異
説
が
あ
る
が
、
山
本
巌
は
天
授
二
年
（
六
九
一
）
と
す
る
。
張
子
容
も
七

世
紀
末
頃
の
生
ま
れ
で
あ
ろ
う
か
。
成
長
し
て
孟
浩
然
と
と
も
に
襄
陽
の

鹿
門
山
に
隠
棲
し
、
修
行
や
勉
学
に
励
む
。
そ
し
て
科
挙
の
試
験
に
赴
く

の
を
孟
浩
然
に
見
送
ら
れ
（
孟
浩
然
「
送
張
士
容
進
士
挙
」）
、
先
天
二
年
（
七

一
三
）
に
進
士
に
及
第
。
長
安
滞
在
を
示
す
詩
（「
長
安
早
春
」）
が
あ
る
。

そ
の
後
晋
陵
（
江
蘇
省
常
州
）
や
楽
城
（
浙
江
省
温
州
）
の
尉
を
つ
と
め
た
。

そ
の
楽
城
に
お
い
て
孟
浩
然
と
十
数
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
ら
し
い
（
張
士

容
「
除
夜
楽
城
逢
孟
浩
然
」・
「
楽
城
歳
日
贈
孟
浩
然
」・
「
送
孟
浩
然
帰
襄
陽
」、
孟
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浩
然
「
除
夜
楽
城
逢
張
少
府
」）
。
こ
れ
は
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
の
こ
と
と

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
永
嘉
に
赴
き
（
張
士
容
「
自
楽
城
赴
永
嘉
枉
路
泛
白
湖
寄

松
陽
李
少
府
」・「
永
嘉
作
」）
、
そ
こ
で
も
孟
浩
然
と
逢
っ
た
（
孟
浩
然
「
永
嘉

上
浦
館
逢
張
八
子
容
」）
。
そ
し
て
離
別
に
際
し
、
孟
浩
然
が
「
新
年
子
北
征
」

（「
永
嘉
別
張
子
容
」）
と
い
っ
て
お
り
、
北
に
向
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
間
、
ど
の
よ
う
な
職
に
つ
い
て
い
た
か
は
不
詳
。
そ
れ
以
後
の
足
取
り

も
不
詳
だ
が
、「
乱
離
に
値
ひ
、
江
表
を
流
寓
し
て
、
官
を
棄
て
て
旧
業

あ

に
帰
っ
た
」（「
唐
才
子
伝
」）
と
あ
り
、
最
後
は
故
郷
で
没
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
詩
集
が
あ
っ
た
と
い
う
が
伝
わ
ら
ず
、「
全
唐
詩
」
は
十
七
首
を
集

め
て
い
る
。

こ
の
詩
は
天
台
山
に
遊
ぶ
友
人
を
送
別
し
た
も
の
だ
が
、
友
人
で
あ
る

蘇
倩
は
不
詳
。
あ
る
い
は
蘇
倩
子
か
。「
全
唐
文
」
巻
九
四
六
に
蘇
倩
子

の
「
対
造
帳
籍
判
」
を
載
せ
る
が
伝
記
資
料
は
全
く
な
い
。

こ
の
詩
の
制
作
年
代
も
不
詳
だ
が
、
開
元
年
間
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。

先
の
張
九
齢
の
詩
と
同
じ
く
、
生
身
の
人
間
で
あ
る
友
人
が
、
天
台
山
に

向
か
う
の
を
見
送
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
天
台
山
は
、
神
仙
や
仙
女
の
住

む
聖
地
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
六
朝
以
来
の
天
台
山
観
を

受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。

【

】
送
楊
法
曹
按
括
州

楊
法
曹
の
括
州
を
按
ず
る
を
送
る
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孫
逖

☆
前
集
巻
上

★
文
苑
巻
二
六
八
（
送
行
）、
全
唐
詩
巻
一
一
八

東

海

天

台

山

東
海
の
天
台
山

南

方

縉

雲

驛

南
方
の
縉
雲
驛

溪

澄

問

人

隱

溪
は
澄
み

人
の
隱
る
る
を
問
ひ

巖

險

煩

登

陟

巖
は
險
に
し
て
登
陟
に
煩
は
し

潭

壑

隨

星

使

潭
壑
は
星
使
に
隨
ひ

軒

車

繞

春

色

軒
車
は
春
色
を
繞
は
ん

儻

尋

琪

樹

人

儻
た
ま
琪
樹
の
人
を
尋
ね
な
ば

た
ま

爲

報

長

相

憶

報
を
爲
し
て
長
く
相
い
憶
ふ

■
校
勘

﹇
驛
﹈
文
苑
・
全
唐
詩
〔
一
作
國
〕。

﹇
溪
澄
﹈
文
苑
〔
集
作
澄
清
〕、
全

唐
詩
〔
一
作
澄
清
〕。

■
語
注

○
楊
法
曹
…
不
詳
。
法
曹
は
司
法
官
。「
新
唐
書
」
巻
四
九
百
官
志
下
で
は
、

外
官
の
中
に
「
法
曹
司
法
参
軍
事
」
が
あ
る
。

○
括
州
…
浙
江
省
の
ま
ち
。

麗
水
県
の
東
南
、
括
蒼
山
の
麓
。

○
按
…
巡
行
、
巡
視
。

○
縉
雲
…
括

州
に
同
じ
。

○
潭
壑
…
深
い
谷
。
鮑
照
「
登
大
雷
岸
、
与
妹
書
」
に
「
思

盡
波
濤
、
悲
滿
潭
壑
」
と
あ
る
。

○
星
使
…
天
子
の
使
い
。
後
漢
の
和
帝

が
二
人
の
使
者
を
益
州
に
派
遣
し
た
と
こ
ろ
、
天
上
で
二
つ
の
星
が
益
州
の

分
野
に
動
い
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
（「
後
漢
書
」
李
郃
伝
）。

○
軒
車
…
つ

い
た
て
の
あ
る
車
。
身
分
の
高
い
人
の
み
が
使
っ
た
。
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■
口
語
訳

東
海
に
あ
る
天
台
山

そ
の
南
方
に
あ
る
縉
雲
驛

そ
こ
は
澄
み
切
っ
た
渓
流
に
隠
れ
て
い
る
人
を
捜
さ
ね
ば
な
ら
ず

登
る
の
が
難
し
い
険
し
い
岩
山
だ
ろ
う

楊
星
使
は
深
い
谷
を
進
ま
れ
る
が

そ
の
車
に
は
春
の
気
配
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
く
だ
ろ
う

も
し
玉
樹
の
も
と
に
住
む
人
に
出
会
え
た
ら

便
り
を
送
り
、
と
こ
し
え
に
思
い
あ
う
こ
と
に
し
よ
う

■
解
説

五
言
律
詩
。
韻
字
は
「
驛
・
陟
・
色
・
憶
」
で
、
驛
の
み
平
水
韻
で
は

入
声
一
一
陌
の
韻
、
他
の
三
者
は
入
声
一
三
職
の
韻
。
な
お
校
勘
に
見
え

る
「
國
」
は
入
声
職
一
三
職
の
韻
。

孫
逖
（
六
九
六
〜
七
六
○
年
、
あ
る
い
は
七
六
一
生
。
卒
年
は
、
植
木
久
行
「
唐

代
作
家
新
疑
年
録

四

顔
真
卿
・
元
徳
秀
・
蕭
穎
士
・
蕭
存
・
孫
逖
・
趙
冬
曦
・

李
華
・
呂
温
・
呂
渭
・
呂
恭
・
梁
粛
」『
文
経
論
叢
』﹇
二
六
巻
三
号
、
一
九
九
一
年
﹈

に
よ
る
）
は
、「
新
唐
書
」
に
よ
れ
ば
博
州
武
水
（
山
東
省
）
の
人
。
幼
く

し
て
文
才
が
あ
り
、
十
五
歳
で
雍
州
長
史
の
崔
日
用
に
認
め
ら
れ
、
開
元

に
入
っ
て
挙
せ
ら
れ
、
同
十
年
（
七
二
二
）
に
賢
良
方
正
に
あ
げ
ら
れ
る
。

玄
宗
に
認
め
ら
れ
左
拾
遺
と
な
り
、
張
説
と
も
深
く
交
わ
る
。
黄
門
侍
郎

の
李
嵩
が
太
原
に
赴
く
の
に
随
行
し
、
彼
の
地
で
文
士
ら
と
交
わ
っ
た
。

同
二
十
一
年
（
七
三
三
）
に
長
安
へ
戻
り
、
集
賢
院
集
撰
と
な
っ
た
ほ
か
、

中
書
舎
人
を
経
て
、
天
宝
三
年
（
七
四
四
）
に
は
刑
部
侍
郎
に
至
っ
た
。

や
が
て
病
で
免
じ
、
上
元
元
年
（
七
六
○
）
も
し
く
は
同
二
年
（
七
六
一
）

に
没
し
た
。
蘇
頲
と
併
称
さ
れ
、
顔
真
卿
な
ど
と
も
交
友
が
あ
っ
た
。
集

三
十
巻
が
あ
っ
た
と
い
う
が
散
逸
し
た
。
全
唐
詩
は
一
巻
を
立
て
、
六
○

首
あ
ま
り
を
載
せ
る
。

こ
の
詩
は
知
人
が
遠
遊
す
る
の
を
送
別
し
た
も
の
。
そ
の
中
で
遠
方
の

神
仙
境
に
等
し
い
場
所
と
し
て
、
東
海
の
天
台
山
と
南
方
の
縉
雲
驛
を
併

挙
し
て
い
る
。

【

】
送
周
判
官
往
台
州

周
判
官
の
台
州
に
往
く
を
送
る

25

孫
逖

☆
前
集
別
編

★
文
苑
巻
二
六
七
（
送
行
）、
全
唐
詩
巻
一
一
八

吾

宗

長

作

賦

吾
が
宗

長
く
賦
を
作
す

登

陸

訪

天

台

陸
に
登
り
て
天
台
を
訪
ぬ

星

使

行

看

入

星
使

行
き
て
看
入
り

雲

仙

意

轉

催

雲
仙

意
轉
た
催
す

飲

冰

攀

璀

璨

冰
を
飲
み
て
璀
璨
た
る
を
攀
し

驅

傳

歴

莓

苔

驅
傳
し
て
莓
苔
を
歴
す

日

暮

東

郊

別

日
暮
れ
て
東
郊
に
別
る

眞

情

去

不

回

眞
情
去
り
て
回
ら
ず
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■
校
勘

﹇
冰
﹈
文
苑
作
水
。

■
語
注

○
周
判
官
…
不
詳
。

○
作
賦
…
不
詳
。

○
登
陸
…
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦

序
」
に
「
渉
海
則
有
方
丈
蓬
莱
、
陸
則
有
四
明
天
台
」
と
あ
る
。

○
雲
仙

…
用
例
に
乏
し
い
。
あ
る
い
は
雲
山
か
。

○
璀
璨
…
光
り
輝
い
て
美
し
い

様
。
あ
る
い
は
そ
う
い
う
も
の
。
漢
王
延
寿
「
魯
霊
光
殿
賦
」
に
「
汨
磑
磑

以
璀
璨
、
赫
燡
燡
而
爥
坤
」
と
あ
る
。

○
驅
傳
…
駅
伝
の
馬
、
あ
る
い
は

そ
れ
に
乗
る
こ
と
。

○
莓
苔
…
青
い
苔
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
踐

莓
苔
之
滑
石
、
搏
壁
立
之
翠
屏
」
と
あ
る
。

■
口
語
訳

吾
が
祖
先
は
長
く
賦
を
な
し
て
い
て

天
台
山
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た

あ
な
た
は
天
子
の
使
者
と
し
て
天
台
山
へ
入
っ
て
い
き

雲
の
か
か
っ
て
い
る
遠
い
山
を
前
に
、
気
持
ち
が
次
第
に
せ
き
た
て
ら
れ

る
だ
ろ
う

冷
た
い
氷
水
を
口
に
し
な
が
ら
光
り
輝
く
山
を
よ
じ
登
り

馬
を
走
ら
せ
て
滑
り
や
す
い
苔
の
上
を
通
っ
て
い
か
れ
る
の
だ
ろ
う

日
も
暮
れ
、
東
の
郊
外
で
お
別
れ
の
時
と
な
っ
た

別
れ
の
情
は
尽
き
な
い
が
ど
う
に
も
し
よ
う
が
な
い

■
解
説

五
言
律
詩
。
韻
字
は
「
台
・
催
・
苔
・
回
」
で
、
平
水
韻
で
は
上
平
一

灰
の
韻
。

知
人
が
台
州
へ
出
か
け
る
の
を
送
別
。
中
で
「
吾
宗
長
作
賦
，
登
陸
訪

天
台
」
と
彼
の
「
宗
」
が
嘗
て
天
台
山
を
訪
れ
た
こ
と
を
記
す
。
天
台
山

の
イ
メ
ー
ジ
は
、
前
詩
と
同
様
、
孫
綽
の
賦
の
語
な
ど
を
用
い
た
常
套
的

な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。

【

】
白
龍
窟
泛
舟
寄
天
台
學
道
者

26

白
龍
窟
に
舟
を
泛
べ
、
天
台
の
道
を
學
ぶ
者
に
寄
す

う
か

常
建

☆
前
集
巻
上

★
唐
百
、
全
唐
詩
巻
一
四
四
、
古
今
巻
一
二
五

夕

映

山

翠

深

夕
映
え
て

山

翠
深
く

餘

輝

在

龍

窟

餘
暉

龍
窟
に
在
り

扁

舟

滄

浪

意

扁
舟

滄
浪
の
意

黯

淡

花

影

沒

黯
淡
と
し
て
花
影
沒
す

西

遊

入

天

台

西
に
遊
び
て
天
台
に
入
り

南

望

對

雲

闕

南
に
望
ん
で
雲
闕
に
對
す

因

憶

莓

苔

峰

因
り
て
憶
ふ
莓
苔
の
峰

初

陽

濯

玄

髮

初
陽
に
玄
髮
を
濯
ぐ
を

泉

蘿

兩

幽

映

泉
と
蘿
と

兩
つ
な
が
ら
幽
映
に
し
て

松

鶴

間

清

樾

松
と
鶴
と

清
樾
に
間
ふ

ま
じ

－164－



碧

海

營

子

神

碧
海

子
の
神
を
營
し

玉

膏

澤

人

骨

玉
膏

人
の
骨
を
澤
す

忽

然

爲

枯

木

忽
然
と
し
て
枯
木
と
爲
り

微

興

遂

如

兀

微
興

遂
に
兀
の
如
し

應

寂

中

有

天

寂
に
應
じ
て
中
に
天
有
り

明

心

外

無

物

心
を
明
ら
か
に
し
て
外
に
物
無
し

環

回

從

所

泛

環
回
し
て
泛
ぶ
所
に
從
ひ

夜

靜

猶

不

歇

夜
靜
に
し
て
猶
ほ
歇
は
ず

い
こ

澹

然

意

無

限

澹
然
と
し
て
意
は
無
限

身

與

波

上

月

身
は
波
上
の
月
と
と
も
に
あ
り

■
校
勘

題
名
を
、
古
今
は
「
龍
窟
泛
舟
寄
天
台
學
道
者
」
と
す
る
。

﹇
映
山
翠
﹈
唐
百
・
全
唐
詩
作
映
翠
山
。
古
今
作
夕
翠
山
。

﹇
輝
﹈
唐
百

・
全
唐
詩
作
暉
。

﹇
黯
淡
﹈
唐
百
・
全
唐
詩
・
古
今
作
澹
澹
。

﹇
遊
﹈

唐
百
・
全
唐
詩
・
古
今
作
浮
。

﹇
台
﹈
唐
百
・
全
唐
詩
作
色
、
古
今
作
邑
。

﹇
玄
﹈
古
今
作
元
。

﹇
樾
﹈
唐
百
・
全
唐
詩
・
古
今
作
越
。

﹇
營
﹈

唐
百
・
全
唐
詩
・
古
今
作
瑩
。

﹇
泛
﹈
唐
百
・
全
唐
詩
作
汎
、
古
今
作
没
。

﹇
澹
然
意
無
限
、
身
與
波
上
月
﹈
古
今
二
句
無
。

■
語
注

○
滄
浪
…
屈
原
説
話
。
賢
者
が
、
滄
浪
の
水
（
世
間
、
政
治
）
が
清
ら
か
な
ら

ば
冠
を
洗
お
う
（
仕
官
し
よ
う
）
、
濁
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
足
を
洗
お
う
（
退

隠
し
よ
う
）
と
歌
っ
た
（「
楚
辞
」
漁
父
）
。

○
黯
淡
…
薄
暗
い
、
希
望
が
な

い
。
澹
澹
な
ら
ば
、
水
が
ゆ
っ
た
り
と
広
が
る
、
ま
た
心
が
静
か
で
動
揺
し

な
い
。

○
雲
闕
…
雲
の
よ
う
に
大
き
な
宮
闕
。
劉
宋
鮑
照
「
代
陸
平
原
君

子
有
所
思
行
」
に
「
西
上
登
雀
台
、
東
上
望
雲
闕
（
西
で
は
銅
雀
台
に
登
り
、

東
で
は
雲
闕
を
望
見
す
る
）
」
と
あ
る
。

○
初
陽
…
冬
至
後
の
一
節
、
あ
る

い
は
朝
日
。
こ
こ
で
は
後
者
で
解
し
た
。

○
樾
…
木
陰
。

○
營
…
營
払

で
、
塵
を
払
っ
て
磨
き
光
沢
を
出
す
。
惑
い
を
去
っ
て
真
理
を
悟
る
こ
と
の

比
喩
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。

○
玉
膏
…
玉
の
油
脂
、
仙
薬
。「
山
海
経
」

西
山
経
に
「
丹
水
出
焉
…
…
其
中
多
白
玉
、
是
有
玉
膏
」
と
あ
る
。

○
兀

…
無
知
の
様
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
渾
万
象
以
冥
観
、
兀
同
体
於
自

然
（
万
物
を
等
し
く
達
観
し
て
、
知
恵
を
無
く
し
て
自
然
の
道
に
合
体
す
る
）」

と
あ
る
。

○
応
寂
…
応
を
「
応
え
る
」
と
と
る
な
ら
ば
、「
静
寂
の
境
地

に
応
じ
る
」「
静
寂
の
境
地
に
あ
る
」。「
ま
さ
に
…
べ
し
」
と
と
る
な
ら
ば
、

「
静
寂
の
境
地
に
あ
る
で
あ
ろ
う
」
と
な
る
。
こ
こ
で
は
前
者
で
解
し
た
。

○
明
心
…
心
を
清
明
純
正
に
す
る
こ
と
。

○
澹
然
…
静
か
で
安
ら
か
。

■
口
語
訳

夕
日
の
輝
き
に
山
の
緑
も
深
く

そ
の
残
光
が
こ
の
洞
窟
に
も
差
し
て
い
る

小
さ
な
小
舟
に
退
隠
の
心
を
示
し

薄
暗
い
中
で
花
の
影
も
消
え
て
い
く

西
の
か
た
天
台
山
に
遊
び

南
を
遠
望
し
て
は
雲
闕
に
あ
い
対
す

そ
こ
で
思
い
を
馳
せ
た
、
あ
の
苔
生
す
峰
に

そ
こ
で
は
朝
日
で
黒
髪
を
洗
う
の
だ

泉
と
蔦
と
が
奥
深
い
中
に
映
え
合
っ
て
い
て
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清
ら
か
な
木
陰
を
な
す
松
に
鶴
の
姿
が
交
わ
っ
て
い
る

碧
な
す
大
海
が
精
神
を
清
ら
か
に
洗
い

玉
の
仙
薬
が
人
の
体
を
潤
す

そ
の
う
ち
不
意
に
枯
れ
木
の
如
く
に
な
り

動
く
こ
と
も
微
か
と
な
っ
て
無
知
の
域
に
達
し
た

静
寂
の
境
地
に
達
す
れ
ば
、
自
分
の
中
に
世
界
が
あ
り

心
を
清
明
純
正
に
保
て
ば
、
己
の
他
に
何
者
も
無
い

小
舟
が
浮
か
ぶ
ま
ま
に
ゆ
る
ゆ
る
と
め
ぐ
り

夜
は
静
か
に
更
け
て
い
く
が
、
な
お
休
む
こ
と
は
し
な
い

ゆ
っ
た
り
と
心
静
か
に
し
て
、
思
い
は
果
て
な
く

我
が
身
は
波
上
の
月
と
と
と
も
に
漂
っ
て
い
く

■
解
説

五
言
古
詩
。
韻
字
は
「
窟
・
没
・
闕
・
髪
・
樾
・
骨
・
兀
・
物
・
歇
・

月
」
で
、
物
の
み
平
水
韻
で
は
入
声
五
物
の
韻
で
、
他
は
入
声
六
月
の
韻
。

常
建
は
生
没
年
不
詳
。
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
に
王
昌
齢
と
と
も
に
、

進
士
に
及
第
。
大
暦
年
間
（
七
六
六
〜
七
七
九
）
に
盱
眙
尉
と
し
て
任
官
し

た
記
録
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
不
詳
。「
唐
百
家
詩
百
八
十
六
巻
」
に

常
建
集
が
あ
り
、
和
刻
本
に
「
崔
常
詩
集
常
建
詩
集
」（
熊
谷
維
点
、
正
徳

三
年
刊
﹇
和
刻
本
漢
詩
集
成
唐
詩
第
一
﹈）
が
あ
る
。
原
田
憲
雄
「
常
建
詩
校

注
」『
京
都
女
子
大
学
人
文
論
叢
』（
第
十
三
号
、
一
九
九
六
年
）
、
山
田
哲
平

「
五
感
の
彼
岸

常
建
・
銭
起
試
論
」『
明
治
大
学
教
養
論
集
』（
通
巻
二
九

三
号
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
。

こ
の
詩
は
制
作
年
代
も
不
詳
だ
が
、
白
龍
窟
と
い
う
洞
窟
（
鍾
乳
洞

か
？
）
の
池
に
船
を
浮
か
べ
て
、
天
台
山
に
い
る
人
に
思
い
を
寄
せ
た
も

の
。
天
台
山
に
い
る
人
と
は
誰
で
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
詩
は
か
な

り
難
解
で
あ
り
、
無
理
な
訳
を
し
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
再
挑
戦
し

た
い
。
道
を
求
め
る
道
教
的
な
部
分
や
仏
教
の
悟
り
の
世
界
を
織
り
交
ぜ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
小
舟
に
乗
っ
て
ゆ
る
や
か
に
漂
う
感
覚
を
、
淡
々

と
し
た
捉
え
難
さ
の
中
で
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

【

】
將
適
天
台
留
別
臨
安
李
主
簿

27

將
に
天
台
に
適
か
ん
と
し
臨
安
の
李
主
簿
に
留
別
す

孟
浩
然

☆
前
集
巻
上

★
文
苑
巻
二
八
六
（
留
別
）、
唐
百
、
全
唐
詩
巻
一
五
九
、
孟
浩
然
集
（
四

部
叢
刊
初
編
）
巻
一

枳

棘

君

尚

棲

枳
棘
に
君
尚
ほ
棲
み

匏

瓜

吾

豈

繋

匏
瓜

吾
豈
に
繋
が
ら
ん

念

離

當

夏

首

離
れ
を
念
ふ
こ
と
夏
首
に
當
り

わ
か

漂

泊

指

夷

裔

漂
泊
し
て
夷
裔
を
指
す

江

海

非

堕

遊

江
海
は
堕
遊
に
非
ず

田

園

失

歸

計

田
園
に
歸
計
を
失
ふ

定

山

既

早

發

定
山

既
に
早
く
發
し

漁

浦

亦

宵

濟

漁
浦

亦
た
宵
に
濟
る

泛

泛

隨

波

瀾

泛
泛
と
し
て
波
瀾
に
隨
ひ
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行

行

任

艫

枻

行
行
と
し
て
艫
枻
に
任
す

故

林

日

已

遠

故
林

日
に
已
に
遠
く

群

木

坐

成

翳

群
木

坐

く
翳
を
成
す

や
う
や

羽

人

在

丹

邱

羽
人

丹
邱
に
在
り

吾

亦

從

此

逝

吾
も
亦
た
此
よ
り
逝
か
ん

■
校
勘

題
名
を
、
唐
百
は
「
別
李
主
簿
」
と
す
る
。

﹇
念
離
當
夏
首
﹈
文
苑
作
誰
念
離
亭
下
〔
集
作
當
夏
〕、
唐
百
作
念
離
當
夏

日
、
全
唐
詩
〔
一
作
誰
念
離
亭
下
〕。

﹇
漂
﹈
文
苑
作
淡
〔
一
作
標
〕、
全

唐
詩
〔
一
作
淡
〕。

﹇
夷
﹈
文
苑
・
全
唐
詩
・
孟
浩
然
集
作
炎
。

﹇
堕

遊
﹈
底
本
作
情
遊
。
従
文
苑
・
孟
浩
然
集
改
堕
遊
。
唐
百
作
遊
情
、
全
唐
詩

作
墮
〔
一
作
惰
〕
遊
。

﹇
定
﹈
文
苑
・
百
唐
作
空
。

﹇
泛
泛
﹈
文
苑
作

汎
汎
。

■
語
注

○
臨
安
…
杭
州
府
臨
安
県
。

○
李
主
簿
…
不
詳
。
主
簿
は
職
名
で
、
県
に

置
か
れ
、
文
書
の
管
理
を
任
務
と
す
る
。

○
枳
棘
…
い
ず
れ
も
と
げ
の
あ

る
低
木
。「
後
漢
書
」
巻
七
六
仇
覧
伝
に
、
主
簿
と
い
う
低
い
地
位
に
つ
い

て
い
た
仇
覧
に
、
上
司
で
あ
る
王
渙
が
「
枳
棘
非
鸞
鳳
所
棲
（
枳
棘
と
い
っ
た

悪
木
は
鸞
や
鳳
凰
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
鳥
が
宿
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
）
」
と
述
べ
た

挿
話
が
あ
る
。
賢
人
に
似
合
わ
な
い
低
い
地
位
。

○
匏
瓜
…
瓜
の
一
種
。

匏
繋
と
は
食
べ
ら
れ
ず
に
た
だ
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
瓜
。
無
用
な
も
の
や
人

の
喩
え
。「
論
語
」
陽
貨
篇
に
「
曰
…
…
吾
豈
匏
瓜
也
哉
、
焉
能
繋
而
不
食

（
瓜
で
は
あ
る
ま
い
に
、
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
食
べ
ら
れ
な
い
で
い
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
よ
う
か
）
」
と
あ
る
。

○
夏
首
…
初
夏
。

○
夷
裔
…
ど
ち
ら
も
夷

狄
、
異
民
族
、
ま
た
そ
の
地
。
裔
夷
な
ら
ば
「
左
氏
伝
」
定
公
十
年
に
「
裔

夷
之
俘
、
以
兵
亂
之
」
と
あ
る
。
ま
た
文
苑
の
ご
と
く
炎
夷
な
ら
ば
、
炎
が

南
方
を
象
徴
し
、
南
の
夷
狄
の
住
む
土
地
と
い
う
意
味
に
な
る
。

○
堕
遊

…
生
産
に
携
わ
ら
ず
た
だ
遊
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
人
。

○
帰
計
…

聞
き
従
う
べ
き
計
略
、
手
だ
て
。「
史
記
」
淮
陰
侯
列
伝
に
「
僕
委
心
帰
計
、

願
足
下
勿
辞
（
私
は
従
う
べ
き
策
の
ま
ま
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
、
ど
う
か
あ
な
た

も
辞
す
る
こ
と
は
や
め
て
く
だ
さ
い
）
」
と
あ
る
。

○
定
山
、
漁
浦
…
地
名
。

謝
霊
運
「
富
春
渚
」（「
文
選
」
巻
二
六
）
に
「
宵
済
漁
浦
潭
、
旦
及
富
春
郭
。

定
山
緬
雲
霧
、
赤
亭
無
淹
薄
（
夜
明
け
に
は
漁
浦
と
い
う
名
の
淵
を
出
発
し
、
朝

に
富
春
の
城
郭
に
着
い
た
。
定
山
は
雲
や
霧
の
彼
方
に
か
す
み
、
赤
亭
の
あ
た
り
は

﹇
流
れ
が
早
く
て
﹈
船
を
留
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
」
と
あ
り
、
ど
ち
ら
も
富

春
江
沿
い
の
地
名
で
あ
る
。
謝
霊
運
は
始
寧
か
ら
永
嘉
へ
赴
く
途
上
に
富
春

渚
を
経
由
し
た
よ
う
だ
が
、
孟
浩
然
は
臨
安
か
ら
富
春
に
至
り
、
そ
こ
か
ら

謝
霊
運
が
来
た
道
を
逆
に
た
ど
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
漁
浦
に
つ
い
て
は
、
孟

浩
然
に
「
早
發
漁
浦
潭
」
の
詩
が
あ
る
。

○
泛
泛
…
浮
か
び
漂
う
様
。
文

苑
の
如
く
汎
汎
な
ら
ば
、
水
が
漲
る
様
。

○
波
瀾
…
波
。

○
艫
枻
…
艫

は
船
の
舳
先
や
船
尾
。
枻
は
梶
。
あ
わ
せ
て
船
を
表
す
。

○
故
林
…
故
郷

を
指
す
。

○
羽
人
、
丹
丘
…
「
楚
辞
」
遠
遊
に
「
仍
羽
人
於
丹
丘
兮
、
留

不
死
之
旧
郷
」、
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
仍
羽
人
於
丹
丘
、
尋
不
死
之

福
庭
」
と
あ
る
。

■
口
語
訳

あ
な
た
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
低
い
地
位
に
留
ま
ら
れ
る
が
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私
は
瓜
の
よ
う
に
た
だ
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
だ
け
な
の
は
い
や
だ

こ
の
初
夏
の
時
に
あ
な
た
と
お
別
れ
し
て

漂
い
な
が
ら
遠
い
夷
狄
の
住
む
土
地
を
目
指
し
て
い
く

江
海
を
行
く
の
は
た
だ
無
駄
に
過
ご
し
て
い
る
で
は
な
い

田
園
を
さ
ま
よ
う
内
に
、
聞
き
従
う
べ
き
手
だ
て
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ

あ
の
謝
康
楽
先
生
が
な
さ
れ
た
よ
う
に
、
私
も
定
山
を
早
朝
に
出
発
し

宵
に
は
漁
浦
潭
を
渡
る
こ
と
に
な
ろ
う

波
に
ま
か
せ
て
浮
か
び
漂
い
（
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
水
面
を
波
に
ま
か
せ
て

漂
い
）

船
の
行
く
ま
ま
に
進
ん
で
ゆ
く

故
郷
は
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど

辺
り
は
次
第
に
木
々
に
囲
ま
れ
て
き
て
日
陰
を
作
っ
て
い
て
快
適
だ

神
仙
と
も
い
う
べ
き
道
士
が
丹
丘
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
る

私
も
ま
た
そ
の
地
へ
赴
い
て
い
こ
う

■
解
説

五
言
古
詩
。
韻
字
は
「
繋
・
裔
・
計
・
濟
・
枻
・
翳
・
逝
」
で
、
平
水

韻
で
は
去
声
八
霽
の
韻
。

孟
浩
然
は
、
字
も
浩
然
と
も
い
い
、
襄
州
襄
陽
（
湖
北
省
）
の
人
。
そ

の
世
系
や
事
蹟
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。
没
年
は
開
元
二
十
八
年
（
七
四

○
）
で
、
通
説
で
は
卒
年
を
五
十
二
歳
と
し
、
溯
っ
て
生
年
を
則
天
朝
の

永
昌
元
年
（
六
八
九
）
と
す
る
。
し
か
し
山
本
巌
は
、
卒
年
を
五
十
歳
と

し
、
生
年
を
則
天
朝
の
天
授
二
年
（
六
九
一
）
と
す
る
説
を
唱
え
て
い
る
。

若
い
頃
、
地
元
の
鹿
門
山
に
隠
棲
し
、
白
雲
道
士
の
も
の
と
で
修
学
し
た

ら
し
い
。
の
ち
に
洛
陽
に
出
て
士
人
と
交
わ
り
、
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）

に
は
長
安
に
赴
い
て
科
挙
の
試
験
を
受
け
た
が
落
第
。
失
意
の
彼
は
故
郷

に
帰
る
が
、
同
十
八
年
（
七
三
○
）
に
越
の
地
を
遊
覧
す
る
。
天
台
山
を

訪
れ
た
の
は
こ
の
折
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
７
）
。
そ
の
の
ち
故
郷
に
戻

っ
た
が
、
同
二
十
五
年
（
七
三
七
）
に
は
、
丞
相
で
あ
っ
た
張
九
齢
の
従

事
と
な
っ
て
い
る
。
同
二
十
八
年
に
、
王
昌
齢
に
看
取
ら
れ
て
没
し
て
い

る
。「
旧
唐
書
」
巻
一
九
○
下
、「
新
唐
書
」
巻
二
○
三
本
伝
。「
唐
才
子

伝
」
巻
二
。「
孟
浩
然
集
」
は
諸
本
あ
る
が
、
四
部
叢
刊
初
輯
所
収
は
四

巻
本
。
和
刻
本
に
「
孟
浩
然
詩
集
」（
不
分
巻
、
元
文
四
年
刊
﹇
和
刻
本
漢
詩

集
成
唐
詩
第
一
﹈）
、
同
「
孟
浩
然
詩
集
（
襄
陽
集
）
」
巻
中
（
北
村
可
昌
点
、
元

禄
三
年
刊
﹇
和
刻
本
漢
詩
集
成
唐
詩
第
一
﹈
）
が
あ
る
。
校
注
本
に
、
李
景
白

校
注
『
孟
浩
然
詩
集
校
注
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
八
年
。
李
校
注
と
略
）
、
徐

鵬
校
注
『
孟
浩
然
集
校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。
徐
校
注
と
略
）
、

曹
永
東
箋
注
『
孟
浩
然
詩
集
箋
注
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
○
。
曹
箋

注
と
略
）
、
趙
桂
藩
注
『
孟
浩
然
集
注
』（
旅
游
教
育
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

趙
注
と
略
）
、
佟
培
基
箋
注
『
孟
浩
年
詩
集
箋
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○

○
○
年
。
佟
箋
注
と
略
）
が
あ
る
。
伝
記
に
つ
い
て
は
、
黒
川
洋
一
「
孟
浩

然
の
生
涯
」『
大
阪
大
学
教
養
部
研
究
集
録

人
文
・
社
会
科
学
』（
第
二

八
輯
、
一
九
八
○
年
）
、
山
本
巌
「
孟
浩
然
行
年
考
」『
宇
都
宮
大
学
教
育
学

部
紀
要

第
１
部
』（
第
三
○
号
、
一
九
八
○
年
）
が
あ
り
、
加
藤
国
安
「
孟

浩
然
と
天
台
山
―
―
霊
山
で
の
至
高
経
験
」『
東
洋
古
典
學
研
究
』（
第
一

八
号
、
二
○
○
四
年
）
は
、
孟
浩
然
の
天
台
山
訪
問
を
論
じ
る
。

孟
浩
然
に
は
天
台
山
に
直
接
関
わ
る
詩
が
数
首
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は

加
藤
に
従
い
、
い
ず
れ
も
同
じ
折
の
作
品
と
見
る
。

【

】
の
詩
は
、
天
台
山
へ
向
か
う
途
上
、
浙
江
の
臨
安
県
で
知
人
に
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別
れ
た
留
別
の
詩
で
あ
る
。
謝
霊
運
の
詩
を
踏
ま
え
た
表
現
が
見
ら
れ
る

の
は
、
先
輩
の
山
水
詩
人
の
あ
り
よ
う
に
自
ら
を
重
ね
る
思
い
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
謝
霊
運
の
詩
は
、
彼
が
始
寧
か
ら
永
嘉
へ
赴
任
す
る

際
（
永
初
三
年
頃
）
の
も
の
ら
し
い
が
、
彼
に
は
曹
娥
江
を
溯
っ
て
天
台

山
に
近
い
天
姥
山
を
訪
れ
た
時
の
作
品
（
「
登
臨
海
嶠
、
初
發
疆
中
作
」）
も

あ
る
。
孟
浩
然
も
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
で
天
台
山
へ
向
か
っ
て
お
り
、
先
人

を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
の
詩
作
で
あ
ろ
う
。

加
藤
は
こ
の
詩
に
は
孟
浩
然
の
官
界
へ
の
深
い
失
望
感
が
表
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
天
台
山
は
詩
人
の
訪
問
先
で
あ
る
が
、
こ
の
詩
で
は
ま
だ
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
表
出
し
て
い
な
い
。
ゆ
っ
た
り
と
波
に
ま
か
せ
て
進

ん
だ
先
に
あ
る
こ
と
、
木
陰
を
な
す
川
筋
の
先
に
あ
る
こ
と
な
ど
、
天
台

山
へ
の
道
の
り
が
、快
適
な
自
然
の
中
に
あ
る
こ
と
は
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
す
ぐ
れ
た
道
士
が
修
行
を
す
る
聖
地
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
訪
れ
る
、
未
だ
見
ぬ
天
台
山
に
対
す
る
期
待
感
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
詩
に
は
、
謝
霊
運
を
踏
ま
え
た
も
の
は
見
ら
れ
る
が
、
孫
綽
の

「
遊
天
台
山
賦
」
や
司
馬
承
禎
に
関
わ
る
詩
句
は
見
ら
れ
な
い
。

【

】
舟
中
曉
望

舟
中
に
て
曉
に
望
む

28

孟
浩
然

☆
前
集
巻
上
、
許
本
巻
一

★
唐
百
、
方
外
志
巻
二
七
、
古
今
巻
一
二
五
、
孟
浩
然
集
巻
三

挂

席

東

南

望

席
を
挂
け
て
東
南
に
望
め
ば

青

山

水

國

遙

青
山

水
國

遙
か
な
り

舳

艫

爭

利

渉

舳
艫

利
渉
を
爭
ひ

來

往

接

風

潮

來
往

風
潮
に
接
す

問

我

今

何

去

我
に
問
ふ
今
何
く
に
去
る
と

天

台

訪

石

橋

天
台
に
石
橋
を
訪
ね
ん
と
す

坐

看

霞

色

曉

坐

く
看
る
霞
色
の
曉

や
う
や
く

疑

是

赤

城

標

疑
ふ
ら
く
は
是
れ
赤
城
の
標
か

■
校
勘

題
名
を
、
方
外
志
・
古
今
は
「
舟
中
曉
望
台
山
」
に
、
全
唐
詩
は
「
舟
中

曉
〔
一
作
晩
〕
望
」
と
す
る
。

﹇
挂
﹈
方
外
志
・
古
今
作
掛
。

﹇
接
﹈
唐
百
・
方
外
志
・
古
今
・
孟
浩
然

集
・
許
本
作
任
、
全
唐
詩
〔
一
作
任
〕。

﹇
去
﹈
唐
百
・
方
外
志
・
古
今

・
孟
浩
然
集
・
許
本
作
適
、
全
唐
詩
〔
一
作
適
〕。

﹇
曉
﹈
全
唐
詩
〔
一

作
晩
〕、
孟
浩
然
集
作
晩
。

■
語
注

○
曉
望
…
諸
テ
キ
ス
ト
は
「
曉
望
」
と
す
る
の
が
多
い
が
、
中
国
の
校
注
本

は
徐
校
注
を
除
い
て
「
晩
望
」
と
す
る
。
実
際
の
時
間
が
暁
な
の
か
晩
な
の

か
は
判
断
し
が
た
い
が
、
後
の
注
に
見
る
よ
う
に
、
赤
城
山
は
暁
の
語
と
併

称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
は
曉
が
ふ
さ
わ
し
い
。

○
挂
席
…
帆
を
上

げ
る
こ
と
。
孟
浩
然
「
彭
蠡
湖
中
望
廬
山
」
に
「
挂
席
候
明
発
、
渺
漫
平
湖

中
」
の
表
現
が
あ
る
が
、
更
に
溯
れ
ば
謝
霊
運
「
遊
赤
石
進
航
海
」
に
「
揚
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帆
采
石
華
、
挂
席
拾
海
月
（
帆
を
あ
げ
て
海
草
を
採
り
、
蓆
を
掲
げ
て
海
月
を
採

集
に
行
く
）
」
の
句
が
あ
る
。

○
舳
艫
…
元
、
船
の
船
頭
と
船
尾
だ
が
、
の

ち
に
は
船
全
体
を
指
す
。

○
利
渉
…
元
「
易
」
需
の
「
利
渉
大
川
」
な
ど
、

易
の
言
葉
。
転
じ
て
船
が
流
れ
に
沿
っ
て
順
調
に
す
す
む
こ
と
。
孟
浩
然
は

「
泛
舟
経
湖
海
」
に
「
舟
子
乗
利
渉
、
往
来
逗
潯
陽
」、「
夜
渡
湘
水
」
に
「
客

行
貪
利
渉
、
夜
裏
渡
湘
川
」
な
ど
と
頻
用
す
る
。

○
風
潮
…
風
と
潮
。
謝

霊
運
「
入
彭
蠡
湖
口
」（「
文
選
」
巻
二
六
）
に
「
客
遊
倦
水
宿
、
風
潮
難
具
論

（
船
旅
の
水
上
の
宿
り
に
も
飽
き
、
風
や
潮
の
困
難
さ
は
詳
し
く
論
ず
る
ま
で
も
な

い
）」
と
あ
る
。
唐
百
な
ど
の
如
く
「
任
風
潮
」
な
ら
ば
「
風
や
潮
に
任
せ
て

行
く
」
と
な
る
。

○
霞
色
、
赤
城
標
…
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
赤
城

霞
起
以
建
標
」
と
あ
る
。
赤
城
山
は
赤
土
の
砂
礫
が
層
を
な
し
て
お
り
、
あ

た
か
も
城
壁
の
如
く
で
あ
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。
ま
た
唐
徐
霊
府
「
天
台

山
記
」
に
は
「
石
色
赩
然
如
朝
霞
（
そ
の
石
が
赤
く
輝
い
て
い
て
朝
焼
け
の
よ
う

で
あ
る
）」（
８
）

と
あ
り
、
朝
靄
夕
霞
が
漂
い
纏
う
の
も
、
こ
の
山
に
ま
つ
わ
る

慣
用
的
表
現
で
あ
る
。

■
口
語
訳

帆
を
あ
げ
て
船
を
出
し
東
南
の
方
角
を
眺
め
れ
ば

青
々
と
し
た
山
々
や
水
郷
が
遙
か
か
な
た
に
横
た
わ
っ
て
い
る

船
は
先
を
争
う
よ
う
に
順
調
に
進
み

こ
の
往
来
で
は
風
や
潮
と
と
も
に
行
く

お
尋
ね
し
よ
う
、
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か

か
の
天
台
山
へ
石
梁
飛
瀑
を
訪
ね
て
い
る
の
で
す

霞
た
な
び
く
曉
の
中
で
次
第
に
見
え
て
き
た
あ
の
岩
山
は

思
慕
し
て
や
ま
な
か
っ
た
天
台
山
の
目
印
、
赤
城
山
で
は
な
い
か

■
解
説

五
言
律
詩
。
韻
字
は
「
遥
・
潮
・
橋
・
標
」
で
、
平
水
韻
で
は
下
平
二

蕭
の
韻
。

東
南
方
向
へ
天
台
山
へ
向
か
う
船
旅
の
途
上
。
ま
も
な
く
赤
城
山
に
至

ろ
う
と
し
て
い
る
。
曹
娥
江
を
溯
り
、
始
豊
渓
に
入
っ
て
今
度
は
東
南
に

下
る
と
天
台
県
城
近
く
に
出
る
。
そ
こ
か
ら
赤
城
山
は
す
ぐ
で
あ
る
。

赤
城
山
が
天
台
山
の
標
識
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
孫
綽
の
賦

を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
あ
る
。し
か
し
実
際
に
彼
の
地
を
訪
ね
て
み
る
と
、

赤
城
山
は
ま
さ
し
く
天
台
山
の
入
り
口
に
聳
え
る
特
徴
的
な
景
観
を
な
し

て
お
り
、
見
る
人
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、

聞
い
て
お
り
想
像
し
て
い
た
赤
城
山
の
景
勝
が
、
今
将
に
目
の
前
に
現
れ

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
へ
の
期
待
や
、
目
の
当
た
り
に
し
て
の
感
動
を
描

い
た
も
の
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
赤
城
標
の
語
は
、
孟
浩
然
「
宿
終

南
翠
微
寺
」
に
「
緬
懐
赤
城
標
、
更
憶
臨
海
嶠
（
遙
か
に
赤
城
の
標
識
を
思

い
、
更
に
は
臨
海
の
山
を
思
う
）
」
と
あ
り
、
遠
く
か
ら
思
い
慕
う
対
象
と
し

て
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
詩
が
長
安
時
代
の
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

天
台
山
訪
問
に
先
立
つ
。つ
ま
り
長
安
時
代
に
思
慕
し
て
い
た
天
台
山
を
、

よ
う
や
く
こ
の
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
喜
び
が
「
舟
中
曉
望
」

の
詩
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

【

】
宿
天
台
桐
柏
觀

天
台
の
桐
柏
觀
に
宿
す

29

孟
浩
然
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☆
前
集
巻
上
、
勝
蹟
録
巻
三
、
許
本
巻
九
（
桐
柏
仙
都
）

★
文
苑
巻
二
二
六
（
道
門
）、
唐
百
、
方
外
志
巻
二
八
、
全
唐
詩
巻
一
五

九
、
古
今
巻
一
二
六
（
桐
柏
山
部
芸
文
）、
孟
浩
然
集
巻
一

海

汎

信

風

帆

海
汎

風
帆
に
信
せ

ま
か

夕

宿

逗

雲

島

夕
宿

雲
島
に
逗
ま
る

と
ど

緬

尋

滄

洲

趣

緬

に
尋
ぬ
滄
洲
の
趣

は
る
か

近

愛

赤

城

好

近
く
に
愛
す
赤
城
の
好
き
を

捫

蘿

亦

踐

苔

蘿
を
捫
き
亦
た
苔
を
踐
み

輟

棹

恣

窮

討

棹
を
輟
め
て
窮
討
を
恣
に
す

息

陰

憩

桐

柏

陰
に
息
み
桐
柏
に
憩
ふ

や
す

采

秀

弄

芝

草

秀
を
采
り
て
芝
草
を
弄
ぶ

鶴

唳

清

露

垂

鶴
唳
き
て
清
露

垂
れ

鷄

鳴

信

潮

早

鷄
鳴
き
て
信
潮

早
し

願

言

解

纓

紱

願
は
く
は
言
に
纓
紱
を
解
き

こ
こ

從

此

去

煩

惱

此
よ
り
煩
惱
を
去
ら
ん

高

歩

凌

四

明

高
歩
し
て
四
明
を
凌
ぎ

玄

蹤

得

二

老

玄
蹤
に
二
老
を
得
ん

紛

吾

遠

遊

意

紛
た
る
か
な

吾
が
遠
遊
の
意

學

彼

長

生

道

學
ば
ん
か
な

彼
の
長
生
の
道

日

夕

望

三

山

日
夕

三
山
を
望
め
ば

雲

濤

空

浩

浩

雲
濤

空
し
く
浩
浩
た
り

■
校
勘

題
名
を
、
唐
百
・
方
外
志
・
古
今
は
「
宿
桐
柏
觀
」
と
す
る
。

﹇
汎
﹈
前
集
〔
一
作
行
〕、
文
苑
・
全
唐
詩
・
孟
浩
然
集
作
行
、
勝
蹟
録
・

方
外
志
・
古
今
・
許
本
作
泛
。

﹇
帆
﹈
許
本
作
悦
。

﹇
城
﹈
佟
箋
注
倣

宋
本
孟
浩
然
集
作
松
。

﹇
棹
﹈
文
苑
・
勝
蹟
録
・
方
外
志
作
掉
、
全
唐
詩

作
櫂
。

﹇
恣
﹈
全
唐
詩
作
姿
。

﹇
窮
﹈
文
苑
〔
集
作
探
〕、
全
唐
詩
作

探
〔
一
作
窮
〕、
孟
浩
然
集
作
探
。

﹇
弄
﹈
唐
百
・
方
外
志
作
尋
。

﹇
芝
﹈

勝
蹟
録
作
芳
。

﹇
唳
﹈
勝
蹟
録
作
涙
。

﹇
潮
﹈
文
苑
作
朝
。

﹇
紱
﹈

文
苑
作
絡
、
勝
蹟
録
・
方
外
志
・
古
今
作
綬
、
全
唐
詩
〔
一
作
絡
〕。

﹇
去
﹈

全
唐
詩
〔
一
作
無
〕。

﹇
明
﹈
唐
百
・
勝
蹟
録
・
方
外
志
・
古
今
・
孟
浩

然
集
作
壁
、
全
唐
詩
〔
一
作
壁
〕。

﹇
玄
﹈
古
今
・
許
本
作
元
。

﹇
蹤
﹈

文
苑
作
縱
〔
集
作
蹤
〕。

﹇
得
﹈
許
本
作
待
。

﹇
二
﹈
文
苑
・
唐
百
・

勝
蹟
録
・
方
外
志
・
全
唐
詩
・
古
今
・
孟
浩
然
集
作
三
。

﹇
學
彼
﹈
文
苑

作
學
此
〔
集
作
樂
彼
〕、
全
唐
詩
作
學
〔
一
作
樂
〕
彼
。

■
語
注

○
桐
柏
観
…
天
台
山
の
西
部
地
域
に
あ
る
道
観
。
呉
孫
権
の
創
建
に
な
る
な

ど
の
伝
説
が
あ
る
が
、
確
実
な
の
は
唐
睿
宗
が
司
馬
承
禎
の
た
め
に
重
修
し

た
こ
と
（「
天
台
山
記
」）。
か
つ
て
は
、
麓
の
天
台
観
か
ら
登
っ
た
先
に
あ
り
、

奥
深
い
山
奥
に
突
然
開
け
た
仙
境
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
な
し
て
い
た
ら
し

い
。
天
台
道
教
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
ダ
ム
が
造
ら
れ
て
移
転
し
て

お
り
、
周
囲
に
荘
厳
な
雰
囲
気
は
な
い
。
山
中
道
観
で
は
あ
る
が
、
か
な
り

大
型
の
施
設
で
あ
り
、
唐
代
に
は
外
来
者
の
宿
泊
施
設
に
な
っ
て
い
た
の
が
、

こ
の
詩
か
ら
読
み
取
れ
る
。

○
滄
洲
…
実
際
の
地
名
と
い
う
よ
り
は
、
水
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辺
の
土
地
を
い
い
、
隠
者
の
住
む
と
こ
ろ
を
象
徴
す
る
。
謝
眺
「
之
宣
城
、

出
新
林
浦
、
向
版
橋
」（「
文
選
」
巻
二
七
）
に
「
既
懽
懐
禄
情
、
復
協
滄
州
趣

（
禄
を
得
た
い
と
い
う
心
情
に
も
か
な
い
、
ま
た
隠
遁
し
た
い
と
い
う
心
に
も
か
な

う
の
だ
）」
と
あ
る
。

○
捫
蘿
、
踐
苔
…
蔦
を
つ
か
み
、
苔
を
践
む
、
は
、

孫
綽
の
賦
に
あ
る
天
台
山
遊
行
の
常
套
句
。

○
輟
棹
…
棹
を
留
め
る
、
舟

を
留
め
る
こ
と
。
謝
眺
「
新
亭
渚
、
別
范
零
陵
」（「
文
選
」
巻
二
○
）
に
「
停

驂
我
悵
望
、
輟
棹
子
夷
猶
（
私
は
馬
を
留
め
て
別
れ
を
思
っ
て
歎
き
、
君
は
船
を

留
め
て
出
発
さ
せ
ず
、
ぐ
ず
ぐ
ず
と
た
め
ら
う
）
」
と
あ
る
。

○
息
陰
…
木
陰

で
休
む
こ
と
。
謝
霊
運
「
還
旧
園
作
、
見
顔
范
二
中
書
」（「
文
選
」
巻
二
五
）

に
「
衛
生
自
有
経
、
息
陰
謝
所
牽
（
生
を
衛
る
に
は
自
ず
と
方
法
が
あ
る
も
の
で
、

木
陰
に
休
ん
で
俗
務
に
引
っ
張
ら
れ
る
こ
と
か
ら
遠
慮
し
た
い
）
」
と
あ
る
。「
荘

子
」
漁
父
に
、
孔
子
を
批
判
す
る
老
人
の
言
と
し
て
、
影
を
恐
れ
て
走
り
回

り
死
ん
で
し
ま
っ
た
人
が
い
た
が
、
木
陰
で
し
ず
か
に
し
て
い
れ
ば
影
は
つ

い
て
こ
な
い
の
に
、
と
い
っ
た
話
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
単
に
木
陰
で
物
理
的

に
休
息
す
る
の
で
は
な
く
、
賢
し
ら
を
棄
て
て
道
と
と
も
に
憩
う
こ
と
が
暗

示
さ
れ
て
い
る
。

○
鶴
唳
、
鷄
鳴
…
唳
は
鳥
な
ど
が
鳴
く
。「
論
衡
」
変

動
篇
に
「
夜
及
半
而
鶴
唳
、
晨
将
旦
而
鶏
鳴
」
と
あ
る
。
周
処
「
風
土
記
」

（
「
初
学
記
」
天
部
露
）
に
「
白
鶴
性
警
。
至
八
月
白
露
降
、
流
於
草
葉
上
、

滴
滴
有
声
、
則
鳴
」
と
あ
る
。
孫
綽
「
望
海
賦
」（「
太
平
御
覧
」
巻
九
一
八
羽

族
部
鶏
）
に
「
石
鶏
清
響
以
応
潮
、
慧
躯
軽
近
以
遠
潔
」
と
あ
り
、
李
善
は

「
石
鶏
形
似
家
鶏
、
而
灰
色
。
在
海
中
山
上
。
毎
潮
水
将
至
、
輙
鳴
相
応
、

若
家
鶏
司
晨
也
」
と
注
す
る
。

○
信
潮
…
一
定
の
間
隔
で
必
ず
満
干
す
る

潮
。

○
解
纓
紱
…
纓
は
冠
の
ひ
も
。
紱
は
印
綬
。
文
苑
の
絡
も
同
じ
く
、

ひ
も
の
類
。
自
分
を
拘
束
す
る
も
の
を
表
す
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
序
」
に

「
方
解
纓
絡
、
永
託
茲
嶺
（
今
、
世
俗
の
束
縛
か
ら
脱
し
、
長
く
こ
の
山
に
身
を

託
そ
う
）」
と
あ
り
、
李
善
は
「
纓
絡
、
以
喩
世
網
也
」
と
注
す
。

○
高
歩

…
世
俗
か
ら
高
く
離
れ
て
歩
む
こ
と
。
左
思
「
詠
史
詩
（
其
五
）」
に
「
被
褐

出
閶
闔
、
高
歩
追
許
由
（
そ
ま
つ
な
服
を
ま
と
っ
て
都
の
閶
闔
門
か
ら
出
て
、
高

く
か
ま
え
て
古
の
隠
者
で
あ
る
許
由
の
あ
と
を
追
い
た
い
）」
と
あ
る
。

○
四
明

…
四
明
山
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
序
」
に
「
登
陸
則
有
四
明
天
台
」
と
あ
っ

た
。

○
玄
蹤
得
二
老
…
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
追
羲
農
之
絶
軌
、
躡

二
老
之
玄
蹤
（
伏
羲
・
神
農
の
久
し
く
絶
え
た
道
を
追
い
、
老
子
・
老
莱
子
の
奥
深

い
足
跡
を
た
ど
る
）」
と
あ
る
。

○
紛
…
盛
ん
な
様
。「
楚
辞
」
離
騒
に
「
紛

吾
既
有
此
内
美
兮
（
私
の
内
に
は
既
に
盛
ん
な
美
質
が
あ
る
）
」
と
あ
る
。

○

長
生
道
…
「
老
子
」
第
五
九
章
に
「
深
根
固
柢
、
長
生
久
視
之
道
（
根
を
深

く
固
く
し
、
長
生
き
を
す
る
道
）」
と
あ
り
、
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
雖
一

冒
於
垂
堂
、
乃
永
存
乎
長
生
（
ひ
と
た
び
は
危
険
を
冒
す
こ
と
に
な
る
が
、
か
え

っ
て
長
生
の
道
を
保
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
）」
と
あ
る
。

○
日
夕
…
黒
川
は
「
夕

方
」、
加
藤
は
「
朝
な
夕
な
に
」。

○
三
山
…
神
話
上
の
神
山
。
東
海
の
か

な
た
に
あ
る
蓬
莱
・
方
丈
・
瀛
州
。

○
雲
濤
…
用
例
に
乏
し
い
。
黒
川
は

「
雲
と
波
」、
加
藤
は
「
雲
海
」。

○
浩
浩
…
水
が
広
々
と
広
が
る
様
。

■
口
語
訳

海
に
浮
か
ん
で
は
、
風
が
帆
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
の
に
任
せ
て
進
み

夕
べ
に
は
、
雲
の
上
の
仙
人
の
島
に
逗
留
す
る

は
る
か
に
隠
者
や
神
仙
の
趣
の
す
る
こ
の
土
地
に
や
っ
て
き
て

赤
城
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
身
近
に
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

私
は
山
中
遊
行
に
出
か
け
る
が
、
蔦
を
つ
か
み
、
ま
た
苔
を
踏
み

船
を
係
留
し
て
、
好
き
な
ま
ま
に
あ
た
り
を
訪
ね
ま
わ
る

木
陰
で
休
ん
だ
り
、
桐
柏
観
で
憩
う
た
り
し
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秀
で
た
華
を
摘
ん
だ
り
、
霊
芝
を
手
に
も
て
あ
そ
ん
だ
り
す
る

鶴
が
声
を
あ
げ
れ
ば
、
清
ら
か
な
露
が
滴
り

鶏
が
鳴
け
ば
、
潮
の
流
れ
が
早
く
な
る

官
職
へ
の
未
練
を
捨
て
去
り
、
世
俗
の
束
縛
か
ら
解
き
放
た
れ

煩
悩
を
捨
て
去
ろ
う

気
高
く
も
四
明
山
に
登
り

老
子
・
老
莱
子
と
い
っ
た
古
代
の
隠
者
の
跡
を
追
っ
て
い
こ
う

私
の
遠
遊
の
意
志
は
益
々
盛
ん
に
な
り

彼
処
で
長
生
の
道
を
学
ぶ
と
し
よ
う

昼
も
夜
も
か
の
三
神
山
を
遠
望
す
れ
ば

波
の
よ
う
な
雲
が
は
る
か
ひ
ろ
び
ろ
と
広
が
っ
て
い
た

■
解
説

五
言
古
詩
。
韻
字
は
「
島
・
好
・
討
・
草
・
早
・
悩
・
老
・
道
・
浩
」

で
、
平
水
韻
で
は
、
上
声
一
九
皓
の
韻
。

山
本
巌
は
、
こ
の
詩
は
開
元
二
十
四
年
（
七
三
六
）
頃
の
江
南
再
訪
時

の
作
と
見
る
。

遙
か
遠
く
か
ら
よ
う
や
く
天
台
山
に
到
着
し
た
こ
と
か
ら
歌
い
始
め
、

隠
者
や
神
仙
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
山
中
を
遊
行
す
る
様
を
歌
う
。
謝
眺

や
謝
霊
運
の
詩
を
踏
ま
え
た
表
現
が
あ
り
、
ま
た
孫
綽
の
賦
か
ら
取
っ
た

語
句
も
散
見
す
る
。
た
だ
し
、
六
朝
期
や
初
唐
の
作
品
の
多
く
が
、
孫
綽

の
賦
か
ら
有
名
な
語
（
例
え
ば
「
瀑
布
」「
琪
樹
」
な
ど
）
を
引
く
に
留
ま
っ

て
い
た
の
に
対
し
、
孟
浩
然
は
詩
句
を
自
ら
の
詩
の
中
に
織
り
込
ん
で
る

点
で
異
な
っ
て
い
る
。
自
ら
の
天
台
山
体
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
孫
綽
の
賦

を
振
り
返
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

【

】
越
中
逢
天
台
太
一
子

越
中
に
て
天
台
の
太
一
子
に
逢
ふ

30

孟
浩
然

☆
前
集
巻
上

★
文
苑
巻
二
二
七
（
道
門
）、
唐
百
、
全
唐
詩
巻
一
五
九
、
古
今
巻
一
二

五
、
孟
浩
然
集
巻
一

僊

穴

逢

羽

人

僊
穴
に
て
羽
人
に
逢
は
ん
と
し

停

艫

向

前

拜

艫
を
停
め
て
前
に
向
ひ
て
拜
す

問

余

渉

風

水

余
に
問
ふ

風
水
を
渉
り

何

事

遠

行

邁

何
事
ぞ

遠
く
行
邁
す
と

登

陸

尋

天

台

陸
に
登
り
て
天
台
を
尋
ね

順

流

下

呉

會

流
れ
に
順
ひ
て
呉
會
に
下
る

茲

山

夙

所

尚

茲
の
山

夙
に
尚
ぶ
所

つ
と

安

得

聞

靈

怪

安
ん
ぞ
靈
怪
を
聞
く
を
得
ん

上

逼

青

天

高

上
は
青
天
の
高
き
に
逼
り

俯

臨

滄

海

大

俯
し
て
滄
海
の
大
な
る
に
臨
む

鷄

鳴

見

日

出

鷄
鳴
き
て
日
の
出
づ
る
を
見

毎

與

神

僊

會

毎
に
神
僊
と
會
ふ

來

去

赤

城

中

來
去
す
赤
城
の
中

逍

遙

白

雲

外

逍
遙
た
り
白
雲
の
外
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莓

苔

異

人

間

莓
苔
は
人
間
に
異
な
り

瀑

布

作

空

界

瀑
布
は
空
界
を
作
せ
り

福

庭

長

不

死

福
庭
は
長
く
不
死
に
し
て

華

頂

舊

稱

最

華
頂
は
舊
よ
り
最
と
稱
す

永

懷

從

此

遊

永
く
懷
ふ

此
に
從
ひ
て
遊
び

何

當

濟

所

届

何
當
か
届
る
所
に
濟
ら
ん
こ
と
を

い
つ

い
た

■
校
勘

題
名
を
、
全
唐
詩
・
古
今
は
「
越
中
逢
天
台
太
乙
子
」
に
作
る
。

﹇
事
﹈
前
集
〔
一
作
處
〕。
全
唐
詩
・
古
今
作
處
。

﹇
夙
﹈
唐
百
作
風
。

﹇
聞
﹈
文
苑
作
問
〔
集
作
聞
〕、
唐
百
・
古
今
作
問
、
全
唐
詩
作
問
〔
一

作
聞
〕。

﹇
毎
與
神
僊
會
﹈
文
苑
作
常
與
仙
人
會
〔
集
作
毎
與
神
仙
會
、

諸
本
皆
重
押
會
字
、
惟
一
本
常
覿
仙
人
旆
〕、
全
唐
詩
作
常
覿
仙
人
旆
〔
一

作
毎
與
仙
人
會
〕、
古
今
作
常
覿
仙
人
旆
、
唐
百
・
孟
浩
然
集
作
毎
與
仙
人

會
。

﹇
來
去
﹈
全
唐
詩
作
往
來
〔
一
作
去
去
、
又
作
來
去
〕、
古
今
作
往

來
。

﹇
作
﹈
文
苑
〔
集
作
當
〕、
全
唐
詩
作
當
〔
一
作
作
〕、
古
今
作
當
。

﹇
不
死
﹈
全
唐
詩
作
自
然
〔
一
作
不
死
〕、
唐
百
・
古
今
作
自
然
。

﹇
華

頂
﹈
文
苑
作
勝
境
〔
集
作
華
頂
〕、
全
唐
詩
〔
一
作
勝
境
〕。

﹇
懷
﹈
文
苑

・
孟
浩
然
集
作
願
、
全
唐
詩
作
此
〔
一
作
懷
、
又
作
願
〕、
古
今
作
此
。

﹇
此
﹈
文
苑
・
古
今
作
之
、
全
唐
詩
作
之
〔
一
作
此
〕。

■
語
注

○
越
中
…
浙
江
省
あ
た
り
を
指
す
。
天
台
山
で
の
作
で
あ
ろ
う
。

○
太
一

子
…
道
士
の
名
、
不
詳
。
の
ち
の
【

】
に
も
登
場
す
る
。
太
一
は
太
乙
と

32

も
。
天
地
創
造
の
元
気
、
天
神
、
星
な
ど
。
字
号
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

○
羽
人
…
「
楚
辞
」
遠
遊
に
「
仍
羽
人
於
丹
邱
兮
、
留
不
死
之
旧
郷
（
飛
僊

に
従
っ
て
常
明
の
と
こ
ろ
に
行
き
、
神
僊
の
い
ま
す
不
死
の
郷
に
留
ま
る
）
」
と
あ

る
。

○
邁
…
行
く
。「
詩
経
」
王
風
黍
離
に
「
行
邁
靡
靡
、
中
心
揺
揺
（
道

を
と
ぼ
と
ぼ
と
た
ど
り
、
心
の
中
は
揺
れ
動
く
）
」
と
あ
る
。

○
登
陸
尋
天
台

…
孫
綽
の
賦
の
表
現
。【

】
語
注
。

○
呉
會
…
後
漢
時
代
に
は
、
会
稽

25

郡
を
呉
と
会
稽
の
二
郡
と
し
て
い
た
。
浙
江
省
あ
た
り
を
差
し
、
こ
こ
で
は

天
台
山
の
あ
る
地
域
を
指
す
。

○
靈
怪
…
こ
こ
で
は
神
霊
の
こ
と
か
。

○
雞
鳴
…
一
般
的
な
朝
を
告
げ
る
鶏
か
。
あ
る
い
は
神
話
上
の
こ
と
な
ら
、

「
玄
中
記
」（「
芸
文
類
聚
」
巻
九
一
鶏
）
に
「
東
南
有
桃
都
山
。
上
有
大
樹
。

名
曰
桃
都
。
枝
相
去
三
千
里
、
上
有
天
鷄
。
日
初
出
、
照
此
木
、
天
鷄
即
鳴
。

天
下
鷄
皆
隨
之
」
と
あ
る
。

○
赤
城
、
白
雲
…
赤
城
は
孫
綽
賦
に
既
出
の
、

天
台
山
を
代
表
す
る
赤
城
山
。
白
雲
は
一
般
的
に
は
神
仙
に
関
わ
る
象
徴
だ

が
、
天
台
山
と
関
わ
ら
せ
て
み
る
と
、
司
馬
承
禎
が
白
雲
を
称
し
て
い
た
。

○
瀑
布
、
界
…
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
瀑
布
飛
流
以
界
道
」
と
あ
る
。

○
福
庭
…
幸
い
の
土
地
。【

】「
羽
人
」
語
注
。

○
華
頂
、
最
…
華
頂

27

峰
が
ど
う
「
最
」
な
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
高
さ
で
い
え
ば
天
台
山

中
最
高
峰
で
あ
る
。
徐
霊
府
「
天
台
山
記
」
に
「
上
華
頂
峰
。
此
天
台
極
高

処
也
（
華
頂
峰
に
至
る
。
こ
こ
は
天
台
山
の
最
高
峰
で
あ
る
）
」（
９
）

と
あ
る
。

○
濟
所
届
…
木
華
「
海
賦
」（「
文
選
」
巻
一
二
）
に
「
一
越
三
千
、
不
終
朝
而

濟
所
届
（
一
気
に
三
千
里
を
越
え
て
、
朝
の
内
に
目
的
地
に
到
達
す
る
）」
と
あ
る
。

■
口
語
訳

神
仙
の
棲
ま
う
洞
窟
で
道
士
に
お
会
い
す
べ
く

船
を
留
め
て
前
に
向
か
っ
て
礼
拝
す
る
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お
尋
ね
す
る
が
、
風
や
波
を
お
し
て
渡
り

遠
く
行
か
れ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か

孫
綽
に
倣
い
、
陸
に
上
が
っ
て
天
台
山
を
尋
ね
よ
う
と
し

川
に
沿
っ
て
呉
会
の
地
へ
下
る
た
め
な
の
で
す

こ
の
山
は
か
ね
て
よ
り
尊
崇
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

な
ん
と
か
神
霊
の
こ
と
を
聞
き
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た

こ
の
山
に
登
れ
ば
、
上
は
高
い
青
天
に
も
近
づ
く
こ
と
が
で
き

伏
し
て
眺
め
れ
ば
眼
下
に
滄
海
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
見
え
る

鶏
が
鳴
け
ば
朝
日
が
出
て
一
日
が
始
ま
る
が

こ
こ
で
は
毎
日
神
仙
と
お
会
い
で
き
る

赤
城
山
の
中
を
上
り
下
り
し

白
雲
の
あ
た
り
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
す
る

苔
生
し
た
石
橋
の
あ
た
り
は
人
間
世
界
と
は
異
な
る
気
配
が
あ
り

瀑
布
が
一
筋
、
空
を
区
切
る
よ
う
に
流
れ
落
ち
て
い
る

こ
の
仙
界
は
か
つ
て
よ
り
不
死
の
境
で
あ
り

華
頂
峰
は
中
で
も
最
も
す
ば
ら
し
い
（
あ
る
い
は
「
高
い
」）

ず
っ
と
思
っ
て
き
た
、
こ
の
地
で
遊
ん
で

何
時
の
時
か
窮
極
の
境
地
に
い
た
る
こ
と
を

■
解
説

五
言
古
詩
。
韻
字
は
偶
数
句
末
。「
拝
・
邁
・
怪
・
界
・
届
」
で
、
平

水
韻
で
は
去
声
一
○
卦
の
韻
と
、「
会
・
大
・
会
・
外
・
最
」
で
、
平
水

韻
で
は
去
声
九
泰
の
韻
。

【

】
に
登
場
の
太
乙
子
に
逢
っ
て
、
と
い
う
詩
だ
が
、
天
台
山
で
の

28

遊
行
体
験
と
神
仙
へ
の
憧
れ
を
歌
っ
た
も
の
。
こ
の
詩
も
「
楚
辞
」
や
孫

綽
の
賦
を
踏
ま
え
る
が
、
単
に
言
葉
を
再
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
孟
浩

然
が
作
り
出
す
世
界
を
構
成
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
川
を
下
っ
て
き

た
と
い
う
表
現
は
、
始
豊
渓
を
経
由
し
て
き
た
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
詩
と

同
様
で
あ
る
。
ま
た
海
と
の
関
わ
り
も
同
様
。

【

】
寄
天
台
道
士

天
台
の
道
士
に
寄
す

31

孟
浩
然

☆
前
集
巻
上

★
文
苑
巻
二
二
七
（
道
門
）、
唐
百
、
全
唐
詩
巻
一
六
○
、
孟
浩
然
集
巻

三
海

上

求

僊

客

海
上
に
仙
客
を
求
め

三

山

望

幾

時

三
山

望
む
こ
と
幾
時
ぞ

焚

香

宿

華

頂

香
を
焚
き
て
華
頂
に
宿
し

裛

露

採

靈

芝

露
に
裛

ひ
て
靈
芝
を
采
る

う
る
ほ

屢

踐

莓

苔

滑

屢
し
ば
踐
む

莓
苔
の
滑
な
る
を

將

尋

汗

漫

期

將
に
尋
ね
ん
と
す

汗
漫
の
期

儻

因

松

子

去

儻
し
松
子
に
因
り
て
去
ら
ば

も

長

與

世

人

辭

長
く
世
人
と
辭
せ
ん

■
校
勘

﹇
求
﹈
孟
浩
然
集
作
來
。

﹇
踐
﹈
全
唐
詩
作
躡
〔
一
作
踐
〕。

﹇
儻
﹈
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全
唐
詩
作
倘
。

■
語
注

○
海
上
求
僊
客
…
「
史
記
」
秦
始
皇
本
紀
な
ど
で
い
う
、
徐
福
ら
に
海
上
の

三
神
山
を
求
め
さ
せ
た
話
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
孟
浩
然
の
時
代
か
ら
九
百

年
以
上
前
の
こ
と
と
な
る
。

○
裛
露
…
謝
霊
運
「
入
彭
蠡
湖
口
」（『
文
選
』

巻
二
六
）
に
「
乗
月
聴
哀
狖
、
裛
露
馥
芳
蓀
（
月
の
下
で
猿
の
哀
し
げ
な
声
を
聞

き
、
露
に
潤
っ
て
香
し
い
香
草
の
香
り
を
嗅
ぐ
）
」
と
あ
る
。

○
汗
漫
…
広
大

無
辺
で
計
り
知
れ
な
い
こ
と
。「
淮
南
子
」
道
応
訓
に
、
廬
敖
と
い
う
存
在

が
、
遠
遊
し
て
世
界
を
経
巡
っ
た
と
誇
っ
た
と
こ
ろ
、
あ
る
存
在
が
そ
れ
を

ま
だ
ま
だ
小
さ
い
こ
と
だ
と
し
て
「
吾
与
汗
漫
、
期
于
九
垓
之
上
。
吾
不
可

以
久
（
私
は
汗
漫
と
九
天
の
上
で
逢
う
約
束
を
し
て
い
る
。
お
前
の
相
手
を
し
て
い

る
暇
は
な
い
）
」
と
し
て
雲
の
彼
方
へ
消
え
て
い
っ
た
、
と
い
う
説
話
を
載
せ

る
。
こ
こ
で
は
汗
漫
は
、
お
お
き
な
存
在
を
擬
人
化
し
た
も
の
。

■
口
語
訳

海
上
に
神
仙
を
求
め
て

三
山
を
望
ん
で
か
ら
一
体
ど
れ
く
ら
い
の
年
月
が
た
っ
た
の
だ
ろ
う

（
し
か
し
今
は
そ
う
し
た
海
上
に
神
山
を
求
め
る
こ
と
な
く
）

こ
の
天
台
山
に
お
い
て
香
を
焚
い
て
華
頂
峰
に
宿
泊
し

露
に
潤
い
な
が
ら
霊
芝
を
摘
み
取
る

苔
生
し
た
滑
り
や
す
い
石
橋
を
渡
り

汗
漫
と
い
う
神
仙
的
存
在
と
逢
う
約
束
を
果
た
し
に
行
く

も
し
も
赤
松
子
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
る
な
ら
ば

こ
の
人
間
世
界
か
ら
永
遠
に
お
別
れ
が
で
き
る
の
に

■
解
説

五
言
律
詩
。
韻
字
は
「
時
・
芝
・
期
・
辞
」
で
、
平
水
韻
で
は
上
平
四

支
の
韻
。

始
皇
帝
の
神
三
山
探
訪
説
話
や
「
淮
南
子
」
に
見
ら
れ
る
神
仙
説
な
ど

を
ち
り
ば
め
、
天
台
山
の
神
仙
的
雰
囲
気
を
描
い
て
い
る
。

【

】
尋
天
台
山

天
台
山
を
尋
ぬ

32

孟
浩
然

☆
前
集
巻
上
、
勝
蹟
録
巻
一

★
唐
百
、
方
外
志
巻
二
七
、
全
唐
詩
巻
一
六
○
、
古
今
巻
一
二
五

吾

友

太

一

子

吾
が
友

太
乙
子

飡

霞

臥

赤

城

霞
を
飡
ひ
て
赤
城
に
臥
す

欲

尋

華

頂

去

華
頂
を
尋
ね
去
ら
ん
と
欲
す

不

憚

惡

溪

名

悪
谿
の
名
を
憚
ら
ず
し
て

歇

馬

憑

雲

宿

馬
を
歇
す

雲
に
憑
り
し
宿
に

揚

帆

截

海

行

帆
を
揚
げ
て
海
を
截
ち
て
行
く

高

高

翠

微

裏

高
高
た
る
翠
微
の
裏

遙

見

石

梁

橫

遙
に
見
る
石
梁
の
橫
た
わ
る
を

■
校
勘
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題
名
を
、
孟
浩
然
集
は
「
尋
天
台
山
作
」
に
作
る
。

﹇
友
﹈
唐
百
・
勝
蹟
録
・
方
外
志
・
古
今
作
愛
、
全
唐
詩
〔
一
作
愛
〕。

﹇
一
﹈
全
唐
詩
・
古
今
作
乙
。

﹇
飡
﹈
勝
蹟
録
・
方
外
志
・
全
唐
詩
・

古
今
作
餐
。

﹇
溪
﹈
全
唐
詩
作
谿
、
古
今
作
榮
。

■
語
注

○
惡
谿
…
固
有
名
詞
な
ら
ば
、
浙
江
省
の
川
。「
元
和
郡
県
志
」
巻
二
六
に

は
、
急
流
や
瀬
の
連
続
で
あ
っ
た
の
で
悪
渓
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
を
、
隋
の

開
皇
中
に
「
麗
水
」
に
改
め
た
と
い
う
。
ま
た
「
新
唐
書
」
地
理
志
で
は
、

水
怪
が
多
い
た
め
悪
渓
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
段
成
式
が
善
政
を
布
い
た
と

こ
ろ
、
水
怪
が
去
っ
た
。
そ
こ
で
民
は
好
渓
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

徐
校
注
は
、
孔
子
が
盗
泉
の
名
を
は
ば
か
っ
て
そ
の
水
を
飲
ま
な
か
っ
た
が
、

自
分
は
天
台
山
を
思
慕
し
て
や
ま
な
い
の
で
、
孔
子
と
は
異
な
っ
て
悪
渓
と

い
う
名
を
は
ば
か
ら
な
い
の
だ
、
と
解
す
。

○
歇
馬
…
馬
を
休
ま
せ
る
、

あ
る
い
は
休
ん
で
い
る
馬
。
庾
信
「
帰
田
詩
」
に
「
樹
陰
逢
歇
馬
、
魚
潭
見

酒
船
（
木
陰
で
は
休
ん
で
い
る
馬
が
お
り
、
魚
の
潜
む
深
い
淵
に
は
酒
を
運
ぶ
船
が

見
え
る
）
」
と
あ
る
。

○
憑
雲
…
謝
恵
連
「
雪
賦
」（
「
文
選
」
巻
一
三
）
に

「
憑
雲
陞
降
、
從
風
飄
零
（
雲
に
乗
っ
て
上
下
し
、
風
に
吹
か
れ
て
漂
い
落
ち
る
）」

と
あ
る
。

○
揚
帆
…
謝
霊
運
「
遊
赤
意
志
進
航
海
」
に
「
揚
帆
采
石
華
、

挂
席
拾
海
月
」
と
あ
る
（【

】
に
既
出
）。

28

■
口
語
訳

わ
が
友
の
太
一
子
は

霞
を
食
ら
っ
て
赤
城
山
（
天
台
山
）
を
住
処
と
し
て
い
る

私
も
華
頂
峰
を
尋
ね
て
い
こ
う

そ
こ
が
、
悪
渓
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

か
く
し
て
雲
に
乗
っ
た
よ
う
な
奥
深
い
所
で
馬
を
憩
わ
せ

帆
を
あ
げ
て
海
を
断
ち
切
っ
て
渡
っ
て
い
く

高
く
聳
え
る
翠
の
山
に

遙
か
に
石
橋
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
が
見
え
た

■
解
説

五
言
律
詩
。
韻
字
は
「
城
・
名
・
行
・
横
」
で
、
平
水
韻
で
は
下
平
八

庚
の
韻
。

天
台
山
に
太
一
子
と
い
う
道
士
を
訪
ね
て
。
孟
浩
然
が
天
台
山
を
訪
れ

た
の
は
、
こ
の
道
士
に
会
い
に
行
く
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
。
残
念
な
が
ら
太
一
子
に
つ
い
て
は
何
も
分
か
ら
な
い
。
孟
浩
然
の

天
台
山
訪
問
が
、
開
元
十
八
年
頃
だ
と
す
る
と
、
司
馬
承
禎
が
天
台
山
を

去
っ
た
の
が
同
十
五
年
で
あ
り
（
本
稿
注
６
）
、
そ
の
数
年
後
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
司
馬
承
禎
門
下
の
道
士
た
ち
が
ま
だ
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
た
と

考
え
る
と
、
そ
う
し
た
人
々
の
中
の
一
人
で
あ
り
、
孟
浩
然
と
も
既
に
親

交
が
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
詩
は
天
台
山
訪
問
を
、
全
体
的
に
振
り

返
る
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

【

】
桐
柏
観

桐
柏
観

33

孟
浩
然

☆
方
外
志
巻
二
八
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上

盡

崢

嶸

萬

仭

巓

上
は
崢
嶸
を
盡
く
す
萬
仭
の
巓

四

山

圍

繞

洞

中

天

四
山
圍
繞
す

洞
中
の
天

秋

風

吹

月

瓊

臺

曉

秋
風

月
を
吹
く

瓊
臺
の
曉

試

問

人

間

過

幾

年

試
問
す

人
間
幾
年
を
過
ぐ
と

じ
ん
か
ん

■
校
勘

＊
方
外
志
を
底
本
と
す
る
。

■
語
注

○
崢
嶸
…
高
く
険
し
い
、
ま
た
奥
深
い
様
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
披

荒
榛
之
蒙
蘢
、
陟
峭
崿
之
崢
嶸
」（
生
い
茂
る
雑
木
林
を
切
り
開
き
、
険
し
く
側

だ
っ
た
高
い
崖
を
登
る
）
」
と
あ
る
。

○
瓊
臺
…
玉
の
台
、
あ
る
い
は
玉
の

よ
う
に
輝
く
台
。
孫
綽
の
賦
に
も
登
場
す
る
が
、
の
ち
に
は
天
台
山
中
の
あ

る
岩
山
を
指
す
固
有
名
詞
と
な
る
。

■
口
語
訳

高
々
と
そ
の
険
し
さ
を
極
め
た
万
仭
の
巓
に
あ
り

周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
て
、
洞
中
の
天
の
よ
う

秋
風
が
月
に
吹
き
寄
せ
、
や
が
て
瓊
臺
で
朝
を
迎
え
た
が
（
短
い
時
間
し

か
す
ぎ
て
い
な
い
の
に
）

（
仙
界
と
俗
世
と
で
は
時
間
の
早
さ
が
違
う
の
で
）
お
尋
ね
し
ま
す
、
人

間
世
界
で
は
何
年
が
過
ぎ
た
の
で
す
か

■
解
説

七
言
絶
句
。
韻
字
は
「
巓
・
天
・
年
」
で
、
平
水
韻
で
は
下
平
一
先
の

韻
。方

外
志
で
は
、
題
名
は
無
い
が
、「
桐
柏
観
」
の
標
題
の
下
に
お
か
れ
、

孟
浩
然
の
作
と
す
る
。
他
の
全
唐
詩
・
孟
浩
然
集
な
ど
の
諸
書
に
は
掲
載

さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
種
訳
注
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

孫
綽
賦
の
語
が
二
語
見
え
る
。
い
わ
ゆ
る
遊
仙
詩
に
属
す
る
だ
ろ
う
。

【

】
送
邢
濟
牧
台
州

邢
濟
の
台
州
に
牧
た
る
を
送
る

34

僧
皎
然
（
孟
浩
然
）

☆
前
集
巻
下
、
許
本
巻
五
（
一
）
石
橋
方
広

★
文
苑
巻
二
七
四
（
送
行
）、
全
唐
詩
巻
八
一
八
、
皎
然
集
（
四
部
叢
刊

初
編
）
巻
四

海

上

名

山

屬

使

君

海
上
の
名
山

使
君
に
屬
し

石

橋

琪

樹

古

來

聞

石
橋
琪
樹

古
來
聞
こ
ゆ

他

時

畫

出

白

團

扇

他
時
畫
き
出
す
白
團
扇

乞

取

天

台

一

片

雲

乞
ふ

天
台
の
一
片
の
雲
を
取
ら

ん
と

■
校
勘

題
名
を
、
文
苑
は
「
送
獨
孤
使
君
赴
岳
州
（
獨
孤
使
君
の
岳
州
に
赴
く
を
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送
る
）」
に
、
全
唐
詩
は
「
送
邢
台
州
濟
（
邢
台
州
濟
を
送
る
）〔
一
作
送
獨
孤

使
君
赴
岳
州
〕」
に
、
皎
然
集
・
許
本
は
「
送
邢
台
州
濟
」
に
作
る
。

﹇
名
﹈
文
苑
・
全
唐
詩
・
皎
然
集
・
許
本
作
仙
。

﹇
古
﹈
文
苑
作
此
、
全

唐
詩
〔
一
作
此
〕。

■
語
注

○
邢
濟
…
徐
校
注
に
よ
れ
ば
、
邢
濟
は
上
元
元
年
（
七
六
○
）
か
ら
永
泰
元

年
（
七
六
五
）
ま
で
桂
州
刺
史
・
桂
管
経
略
史
を
つ
と
め
た
と
す
る
。『
新
唐

書
』
巻
二
二
二
で
は
、
至
徳
元
年
（
七
五
六
）
に
西
原
蠻
が
反
乱
を
起
こ
し
、

四
年
間
の
間
治
ま
ら
な
か
っ
た
。
朝
廷
は
、
反
乱
が
起
こ
っ
た
二
年
後
の
乾

元
元
年
（
七
五
八
）
に
平
定
の
軍
を
差
し
向
け
た
が
、
す
ぐ
に
は
治
ま
ら
ず
、

桂
管
経
略
史
で
あ
っ
た
邢
濟
が
撃
ち
平
ら
げ
た
、
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ

こ
の
邢
濟
は
、
粛
宗
朝
で
役
人
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
孟
浩
然
か
ら
は
や

や
後
れ
る
。
皎
然
は
粛
宗
朝
頃
の
ひ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
の
方
が
ふ

さ
わ
し
い
か
も
知
れ
な
い
。

○
使
君
…
天
子
の
使
者
。

○
石
橋
、
琪
樹

…
孫
綽
の
賦
に
見
え
る
天
台
山
頻
出
語
。

○
他
時
…
今
よ
り
以
前
、
あ
る

い
は
そ
の
時
以
後
。
こ
こ
で
は
後
者
で
解
し
た
。

■
口
語
訳

海
上
に
あ
る
と
い
う
名
山
、
つ
ま
り
天
台
山
の
こ
と
は
天
子
の
使
者
で
あ

る
あ
な
た
に
託
そ
う

そ
こ
に
あ
る
と
い
う
石
橋
や
琪
樹
に
つ
い
て
は
、
古
来
よ
り
名
が
知
ら
れ

て
い
る

こ
れ
か
ら
白
い
団
扇
に
絵
を
描
く
な
ら
ば

天
台
山
の
白
雲
を
ひ
と
ひ
ら
取
っ
て
き
て
下
さ
い

■
解
説

こ
の
詩
を
孟
浩
然
の
作
と
す
る
の
は
、
徐
校
注
の
み
。
文
苑
・
全
唐
詩

・
許
本
は
僧
皎
然
の
作
と
し
て
収
録
。
徐
校
注
以
外
の
訳
注
で
は
取
り
上

げ
て
い
な
い
。

七
言
絶
句
。
韻
字
は
「
君
・
聞
・
雲
」
で
、
平
水
韻
で
は
上
平
一
二
文

の
韻
。

天
台
山
方
面
に
赴
任
す
る
人
を
送
る
歌
。
孫
綽
の
賦
の
語
を
用
い
る
と

い
う
お
き
ま
り
の
も
の
だ
が
、
後
半
の
二
句
に
は
「
白
雲
」
の
語
を
暗
示

さ
せ
る
表
現
が
あ
る
。

﹇
注
﹈

（
１
）
本
稿
は
同
趣
旨
の
論
文
の
五
本
目
で
、
先
立
つ
も
の
は
次
の
通
り
。

「
天
台
山
の
詩
歌
（
其
一
）
―
―
六
朝
以
前
（
上
）」『
埼
玉
大
学
紀
要

教
育
学
部
』

（
第
五
八
巻
第
一
号
、
二
○
○
九
年
）
…
「
天
台
前
集
」
の
序
文
と
、
六
朝
以
前
の

詩
を
三
点
を
検
討
し
た
。

「
同
（
其
二
）
―
―
六
朝
以
前
（
中
）」『
同
』（
第
五
八
巻
第
二
号
、
二
○
○
九
年
）

…
六
朝
以
前
の
詩
を
十
三
点
検
討
し
た
。

「
同
（
其
三
）
―
―
六
朝
以
前
（
下
）」『
同
』（
第
五
九
号
第
二
号
、
二
○
一
○
年
）

…
六
朝
以
前
の
賦
を
二
点
検
討
し
、
六
朝
ま
で
の
状
況
を
確
認
し
た
。

「
同
（
其
四
）
―
―
初
唐
」『
同
』（
第
六
○
巻
第
一
号
、
二
○
一
一
年
）
…
初
唐
期

の
詩
を
十
八
点
を
検
討
し
た
。

（
２
）
こ
の
文
献
は
近
年
入
手
し
た
の
で
、
今
後
校
勘
に
用
い
る
。
明
代
の
潘
瑊
の

撰
に
な
る
天
台
山
関
係
の
詩
集
で
、
林
応
麟
に
よ
り
、
嘉
靖
二
十
五
年
（
一
五
四
八
）

に
刊
行
さ
れ
た
。
近
年
、
浙
江
文
献
集
成
の
一
環
と
し
て
、
胡
正
武
に
よ
る
校
勘
本
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が
出
さ
れ
た
（
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
○
一
○
年
）。
本
稿
は
こ
の
校
勘
本
に
よ
る
。

（
３
）
天
台
山
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
本
稿
に
収
録
し
な
か
っ
た
も
の
に
つ

い
て
以
下
紹
介
す
る
。

王
昌
齢
に
「
送
韋
十
四
兵
曹
」（
文
苑
巻
二
七
○
、
全
唐
詩
巻
一
四
○
）
と
、「
観

江
淮
名
勝
図
」（
河
岳
英
霊
集
巻
中
、
全
唐
詩
巻
一
四
一
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
対

象
か
ら
外
し
た
。
前
者
は
送
別
の
詩
で
、
韋
某
を
褒
め
た
部
分
に
「
跡
在
戎
府
掾
、

心
遊
天
台
春
。
独
立
浦
辺
鶴
、
白
雲
長
相
親
（
跡
は
戎
府
の
掾
に
在
り
、
心
は
天
台

の
春
に
遊
ぶ
。
独
り
立
つ
浦
辺
の
鶴
、
白
雲

長
く
相
い
親
し
む
）」
の
句
が
あ
る
。

「
天
台
の
春
」「
白
雲
」
と
い
う
語
に
関
わ
り
が
伺
え
る
が
、
直
接
天
台
山
を
対
象
と

し
た
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
後
者
は
長
江
や
淮
水
を
画
い
た
図
を
観
て
の

作
で
、
全
唐
詩
で
は
「
淡
掃
荊
門
煙
、
明
標
赤
城
焼
」
と
「
赤
城
」
の
語
が
見
え
る
。

．
．

し
か
し
河
岳
英
霊
集
で
は
、
同
じ
部
分
を
「
淡
掃
霏
素
煙
、
濃
抹
映
殘
照
」
と
し
、

．
．

天
台
山
と
の
関
わ
り
を
示
す
語
句
が
な
い
。

ま
た
劉
長
卿
に
天
台
山
に
関
わ
る
詩
が
数
点
見
ら
れ
る
が
、
近
年
の
研
究
で
は
、

彼
は
中
唐
の
詩
人
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
後
稿
で
取
り
上
げ
る
。

（
４
）「
道
教
に
お
け
る
鏡
と
剣
」『
道
教
思
想
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七

年
）。
初
出
は
、『
東
方
学
報
』
京
都
（
第
四
五
冊
、
一
九
七
三
年
）。

（
５
）
拙
稿
『
天
台
山
記
の
研
究
』（
中
国
書
店
、
二
○
一
一
年
）
四
○
一
頁
、
四
五

四
頁
。

（
６
）
神
塚
淑
子
「
司
馬
承
禎
と
天
台
山
」『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』（
哲

学
五
四
号
、
二
○
○
八
年
）。

（
７
）
黒
川
洋
一
は
、
孟
浩
然
が
科
挙
を
受
け
て
落
第
し
た
の
は
開
元
七
年
（
七
一

九
）
で
、
そ
の
後
洛
陽
に
滞
在
し
た
と
す
る
（
「
孟
浩
然
の
生
涯
」）。
そ
し
て
同
九

年
（
七
二
一
）
に
越
に
向
か
い
、
会
稽
か
ら
海
沿
い
に
南
下
し
て
台
州
へ
至
り
、
始

豊
渓
を
溯
っ
て
天
台
山
に
入
っ
た
と
す
る
。
山
本
巌
は
、
天
台
山
訪
問
は
開
元
十
五

年
の
こ
と
だ
っ
た
と
し
、
長
安
へ
赴
い
た
の
は
そ
の
後
の
同
十
八
年
で
あ
っ
た
と
す

る
。
ま
た
長
安
で
は
科
挙
の
試
験
を
受
け
た
の
で
は
な
く
、
貴
顕
の
推
薦
に
よ
っ
て

官
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
同
二
十
四
年
（
七
三
六
）
頃
に

江
南
を
再
訪
し
た
の
で
あ
り
、
天
台
山
に
ち
な
む
詩
の
中
に
は
再
訪
時
の
も
の
も
あ

る
と
す
る
。

（
８
）
注
（
５
）
拙
稿
、
三
八
九
頁
、
四
五
○
頁
。

（
９
）
注
（
５
）
拙
稿
、
四
一
七
頁
、
四
五
六
頁
。

(

二
〇
一
一
年

四
月

二
八
日
提
出)

(

二
〇
一
一
年

五
月

二
〇
日
受
理)
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